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平成２９年第３回足寄町議会定例会議事録（第２号）
平成２９年９月１３日（水曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 熊 澤 芳 潔 君 ２番 榊 原 深 雪 君

３番 多治見 亮 一 君 ４番 木 村 明 雄 君

５番 川 上 初太郎 君 ６番 前 田 秀 夫 君

７番 田 利 正 文 君 ８番 高 道 洋 子 君

９番 髙 橋 健 一 君 １０番 星 孝 道 君

１１番 髙 橋 秀 樹 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 安久津 勝 彦 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 渡 辺 俊 一 君

総 務 課 長 大 野 雅 司 君

福 祉 課 長 丸 山 晃 徳 君

住 民 課 長 松 野 孝 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 佐々木 雅 宏 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 横 田 晋 一 君

総 務 担 当 主 査 西 岡 潤 君
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◎議事日程

日程第 １ 一般質問＜Ｐ３～Ｐ５５＞
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午前１０時００分 開会

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはようご

ざいます。

全員の出席でございます。

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 榊原深雪君。

２番。

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） ９

月８日に開催されました、議会運営委員会の

協議の結果を報告します。

本日、９月１３日は、一般質問を行いま

す。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 一般質問

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 一般質問

を行います。

順番に発言を許します。

９番髙橋健一君。

（９番髙橋健一君 登壇）

○９番（髙橋健一君） 議長のお許しをいた

だきましたので、通告書に従いまして一般質

問をさせていただきます。

質問事項。

これからの足寄町を担う次世代の若者が、

夢を持って住み続けたいと思う足寄町をつく

るための雇用と人材確保策について。

（１）足寄町の基幹産業である農業の現状

と将来の可能性について。

①平成２８年度の日本の食料自給率は、つ

いに３８％まで落ち込み、日本の食料事情は

危機的な状況に陥っています。

この状況下で、食料自給率１,１００％を

誇る十勝の農業は圧倒的な存在感を示してい

ます。にもかかわらず、農業就業人口の減少

と高齢化がとまりません。このような状況を

どう思うか、町長の考えをお伺いしたい。

②現在、足寄町は農業振興のためにいろい

ろ手を尽くしているのは町民の知るところで

はありますが、その内容をかいつまんで説明

していただきたい。

③生きることは食べること。農業は生きる

ことの原点であります。農業の担い手の若者

やこれから農業を志す若者に、夢と希望を与

えるような画期的な未来構想はあるか、お伺

いしたい。

（２）足寄町の基幹産業である林業の現状

と将来の可能性について。

①国土の３分の２が森林で覆われている日

本。しかし、林業は衰退の一途をたどってき

ました。足寄町における林業の課題と可能性

について、町長の見解をお伺いしたい。

②昨今、きつい、汚い、危険と敬遠されて

きた林業の世界で、林業女子の活躍が話題に

なっています。斜陽産業の代表格と呼ばれ、

不振が続いてきた林業や木材業にこのところ

活気が出てきています。木の新時代を予感さ

せます。このような状況下で、足寄町はどの

ような林業振興策を打ち出し、意欲ある若者

の力を引き出し活用していくか、町長の考え

をお伺いしたい。

３、足寄町の福祉の現場の問題点と将来の

可能性について。

①超高齢化社会を迎え、福祉の現場に若者

の力が不可欠になってきています。

２０２５年度には介護職員が全国で約２５

３万人必要になり、約３８万人の介護職員が

不足する見込みです。このような状況下で、

足寄町は介護職員を確保するためにどのよう

な政策を講じているかをお伺いしたい。

②人手不足の現状や低賃金、重労働といっ

たネガティブなイメージの蔓延によって、若

者の介護離れが進んでいます。このようなあ

しきイメージを払拭して、どのようにして介
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護の現場のすばらしさを若者にアピールして

いくかをお伺いしたい。

以上でございます。

一括して答弁をよろしくお願いいたしま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、安久津町長。

○町長（安久津勝彦君） 髙橋健一議員のこ

れからの足寄町を担う次世代の若者が、夢を

持って住み続けたいと思う足寄町をつくるた

めの雇用と人材確保策についての一般質問に

お答えをいたします。

１点目の足寄町の基幹産業である農業の現

状と将来の可能性についての①農業就業人口

の減少と高齢化についてですが、足寄町の農

業就業人口は２０１５年、平成２７年の農業

センサス調査において５９１名となってお

り、前回調査の２０１０年、平成２２年では

６５１名、この６５１名より９.２％減少し

ている状況であります。

農業従事者等の平均年齢につきましては５

４.９歳となっており、前回調査の５５歳と

比較してほぼ横ばいとなっております。

このような状況の中、これまでも周辺農家

の規模拡大における離農農地の集積等に対応

してきたところでありますが、足寄町におい

ては、平成１３年から平成２９年の期間に酪

農１４組、綿羊１組の１５組が新規就農して

おり、全て酪農・畜産部門であることから、

今後につきましては畑作部門や施設野菜部門

について新規就農の誘致を促進することや、

後継者不在農家や農業後継者パートナー対策

等についても取り組んでいくことが必要と考

えているところであります。

②の農業振興策についてですが、主な農業

施策といたしまして、平成２７年度からの日

本型直接支払制度の創設に伴い、第４期対策

の中山間地域等直接支払交付金や多面的機能

支払交付金等の施策や経営所得安定対策、平

成２５年度から道営草地整備事業などを実施

しております。

③の農業を志す若者の未来構想についてで

ありますが、農業は足寄町の基幹産業であ

り、夢のある職業として成り立っていくため

にも、希望を持って就農を志す者に対して明

るい未来を提供できるよう新規就農者の支援

制度として、営農実習奨励金、月額１５万円

と農業経営開始奨励金、年額２００万円及び

農業後継者支援制度として農業後継者就農育

成資金、上限２００万円を実施をしており、

今後においても足寄町農業再生協議会を中心

に関係機関、団体と連携を強化をし、積極的

に取り組んでまいります。

２点目の足寄町の基幹産業である林業の現

状と将来の可能性についてでありますが、①

の本町における林業の課題と可能性について

ですが、本町における林業につきましては、

災害防止等の自然環境の整備と木材資源の造

成を目的として、造林から保育、主伐を一環

とした循環型林業を展開をしております。

そのような中で課題につきましては、林業

労働者の減少と生産された木材資源を活用で

きる製材工場等の減少が上げられておりま

す。

現在、パルプ材等につきましては、木質バ

イオマス資源の活用から、十勝ペレット協同

組合がペレット生産を実施しておりますが、

製材等につきましては他に頼らざるを得ない

状況であります。

このような課題の解決策の一つとして、苫

小牧バイオマス発電所の稼働では、年間６万

立方のチップが必要となるほか、北見紋別や

白糠の発電所の稼働により、北海道道内の木

材産業はさらに活発になると思われます。

また、国は林業の体質強化に向けて、木質

バイオマス利用促進・木材加工流通施設（Ｃ

ＬＴ加工施設）・木造公共施設等の建設によ

り木材利用の拡大・木材の安定的、効率的な

供給を図るために事業を推進しております。

②につきましては、林業は昔から、きつ

い、汚い、危険な仕事と言われていますが、

機械化の推進や女性の社会進出の加速によ

り、民間林業事業体への女性労働者の就業者

数が増加傾向にあります。

一方で、林業労働者の高齢化や担い手不足
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が問題となっておりますが、北海道が中心と

なって設立した十勝地域林業担い手確保推進

協議会により、十勝一丸となった担い手確保

の取り組みが実施されているほか、十勝圏活

性化推進期成会による仮称、道立林業大学校

の十勝設立に向けた取り組み、そして町内の

林業労働者、これは若手が中心となって設立

しております「あしょろ岐志会」の活動など

が、意欲ある若者に林業が注目されるきっか

けになることと期待をしているところであり

ます。

３点目の足寄町の福祉の現場の問題点と将

来の可能性についてでありますが、①の足寄

町が介護職員を確保するために講じている対

策についてお答えをいたします。

本定例会におきまして、補正予算で提案し

ている資格取得にかかわる支援制度を含め、

現在３つの介護職員に対する支援策の整備を

行っております。

まず、将来、介護福祉士として町内の介護

保険施設等に勤務を志望する方に修学資金を

貸し付け、介護福祉士の確保を図る事業とし

て足寄町介護福祉士修学資金貸付事業を実施

しております。この事業は、足寄高校を卒業

して介護福祉養成施設へ進み、介護福祉士の

資格取得を目指す方に対して、月額５万円以

内の範囲で修学資金を貸し付ける事業で、介

護福祉士の資格取得後、足寄町内の介護保険

施設等に修学資金の貸し付けを受けた期間の

２倍の期間、介護福祉士として在職したと

き、償還が免除となります。

次に、町内の介護保険施設または障害者福

祉施設へ新たに就職する方に、就業支援補助

金を交付することにより、人材不足の解消・

定着を図る事業として、足寄町介護従事者就

業支援等補助金事業を実施しております。こ

の事業は、雇用開始日以前５年間において、

足寄町、本別町または陸別町内の介護保険施

設等に雇用されたことがない方が、新たに町

内の民間介護保険施設等に就職する場合に、

介護福祉士等の有資格者ですと、就職時に１

０万円の就職支度金、就業から１年経過する

ごとに２５万円、最長５年で１２５万円の就

業支援金、さらに町外から転入する場合は２

５万円を上限とした住宅準備支援補助金を支

給するものであります。

また町内の介護事業所等に勤務する方が介

護福祉士の資格を取得する際の支援策とし

て、足寄町介護福祉士実務者研修受講料等補

助金制度を開始するため、本定例会に関連予

算を提案しております。この事業は、介護福

祉士の資格取得に必要な研修受講料の３分の

２の額と１０万円を比較して少ない額を限度

に補助金を交付することにより資格取得を支

援し、介護人材の雇用安定と定着を促進する

ものです。

そのほか、町民や足寄高校生が無料で受講

できる介護職員初任者研修を昨年度まで町内

で実施しており、引き続き町民や足寄高校生

の受講希望者を把握して、次年度以降の実施

を検討してまいります。

次に②の低賃金・重労働のイメージを払拭

して、どのようにして介護の現場のすばらし

さを若者にアピールしていくかという御質問

についてですが、団塊の世代が７５歳以上と

なる２０２５年以降、介護を必要とする高齢

者はさらに増加するものと予想されており、

高齢者本人やその家族を支える介護職はとて

も重要で欠かすことのできない存在であり、

今後も介護人材を確保していくために、介護

職の重要性やさまざまな事情で介護が必要に

なった高齢者の尊厳を守るすばらしさなどを

若い世代へ伝えていく必要があると考えてお

ります。

現在、指定管理者制度により足寄町社会福

祉協議会が運営している高齢者等複合施設む

すびれっじでは、足寄高校の１・２年生を対

象とした介護職のやりがいと現状という講話

やボランティアサークルの生徒との交流事業

を実施しており、こういった取り組みの結

果、生徒が介護職を志望したり、足寄高校へ

進学の問い合わせがあるなどの成果が出てお

り、引き続き足寄高校と連携した取り組みを

進めるとともに、足寄中学校との連携ができ
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ないか、検討を進めたいと考えております。

また、介護職の人材確保には処遇改善を進

める必要があり、足寄町内での介護職での就

職を選択していただくための環境づくりを、

さまざまな声をお聞きして、行政と介護事業

所等が一体となって進める必要があると考え

ております。

介護人材不足の課題は全国的なものでもあ

ることから、先駆的な取り組みを実施してい

る市町村の例を参考にするとともに、国に対

して地域の実情と早急な対応が必要であるこ

とを粘り強く訴えていきたいと考えておりま

す。

「いくつになってもひとりになっても安心

して暮らせる愛のまち」の実現には、介護人

材の確保に向けてより一層取り組んでいく必

要があると考えておりますので、御理解を賜

りますようお願い申し上げ、髙橋議員の一般

質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

９番髙橋健一君。

○９番（髙橋健一君） ありがとうございま

した。

まずは、農業の問題から。

一つ、足寄町の農業にとって明るい材料の

一つに、味のちぬやさんのジャガイモの低温

貯蔵施設、これがあります。今郊南のほうで

できてます。非常に明るい材料だなと思って

います。ぜひ、若者たちにも関心を持ってい

ただきたい。

それでそのちぬやさんのホームページを

ちょっと開いてみましたら、非常に大規模な

貯蔵施設で、敷地面積１万６,４１５平米、

それから５,８３０平方メートルの建物の大

きさですね。そしてジャガイモの貯蔵量が

６,０００トン。何かちょっと想像してもよ

くわかりませんけれども。これは非常に足寄

の農業にとって、大きな事業だと考えていま

す。そしてちぬやさん、調べましたら、その

辺のおじさん、おばさんのコロッケ屋さんか

と思ったらそうではなくて、何とコロッケの

生産量が一日３００万個ですか、ちょっとこ

れも想像を絶するのですけれども、そういう

３００万個を生産するようなコロッケ屋さん

ということがわかりました。

しかし、大きな施設なのですけれども、

ちょっと求人をちょっと見てみたのですね。

そうしたら、採用の求人が１０名しかいない

のですね。これはちょっと寂しいな。しか

し、ひとつおもしろかったのは、この求人の

内容の中で、将来の独立農業就労者を歓迎と

書いてあったのです。これは何か未来の農業

に、何かヒントになるのかなと、ちょっとう

れしく思ったのですけれども、町長、こうい

うちぬやさんとの責任者などとお話ししてる

と思うのですけれども、足寄町に、私が社長

ならもうやるのですけれども、貯蔵庫があ

る、貯蔵施設があるのだから、そこにいわゆ

る生産ラインをつくって、そこで生産すれば

いいじゃないかと思うのですけれども、そう

いうことにはならないのでしょうか、町長。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

この間、ちぬやさん、もっと言えば、足寄

の施設は現地法人の北海道ちぬやという会社

が立ち上がっておりまして、ここの社長さん

とこの間いろいろ打ち合わせ、協議を進めて

きているところであります。

施設の概要につきましては今髙橋議員が言

われたとおり、かなり大きな施設ということ

であります。

当初から求人については約１０名程度とい

うふうに伺っております。あわせてちぬやさ

んがまた直接ジャガイモの栽培もの手がけた

いということで、今農協さん、ＪＡさんのほ

うと打ち合わせをしながら土地を確保をし

て、場合によっては本社からも、親会社です

ね、親会社からも職員を連れてきて、実際の

体験も含めて、そんなことも計画していると

いうふうにお聞きをしております。

また、当然素人さんがジャガイモをつくる

といっても、なかなかこれは、しょせん私も

含めて素人ですから、ましてや業務用のジャ
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ガイモということになればいろいろ大変な面

があるのだろうなと思ってますけれども、こ

の実際に直営でジャガイモを栽培をする指導

者も確保のめどがついているというお話も

伺っているところでありますから、今後の事

業展開期待をしているところであります。

ただ、この足寄町でコロッケの製造までど

うなのですかというお話をしたところ、あく

までも製造について本州、これは本社は香川

県のあるのですけれども、そちらのほうで製

造。すなわち、ここはあくまでも貯蔵施設に

して、本州からしょうけいから購入した原料

のジャガイモ、これを製品化をして、そして

ものすごい量つくってますから、そこの原料

がほぼ使い切るといいますか、そういう状況

になった時点で足寄から北海道産のジャガイ

モを製造工場に送って、コロッケを製造して

いくのだと、こういうようなお話を聞いてい

るところであります。

最初、製造までやってくれるのかなと思っ

たのですけれども、それはやっぱり親会社の

方針もあるようでありまして、現状そういう

ことだというふうにお伺いをしてるというこ

とでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋健一君） ありがとうございま

す。

せっかく足寄産のジャガイモつくるのであ

るのですから、例えばコロッケの名前に足寄

町アユミちゃんコロッケとか名前をつけてい

ただければ、結構足寄の知名度が上がるので

はないかと思って、その辺の宣伝もよろしく

お願いします。

それからもう一つ、これ私ごとになるので

すけれども、ちぬやさんのホームページを見

ましたら、二人の若手社員が表彰されてい

る。足寄町役場様より感謝状をいただきまし

た。齋藤社員と早苗社員が二人写真が載って

いるのですけれども、これ懐かしいのです、

実は。私去年このお二人と一緒に災害ボラン

ティアで、旭町で頑張ったのですね。私は表

彰されませんでしたけれども。非常に懐かし

くて、そのときに感じたのは、すごく好青年

でこういう人たちが足寄町で頑張ってくれれ

ばいいなと思ったら、それが実現したので、

すごくうれしく思ってます。そして、ちゃっ

かり、そのころ全然知らなかったのですけれ

ども、ちぬやさんの名刺をいただきまして、

配っているのですよ、みんなね。ちゃっかり

しているなと思って、大したものです。何か

泥だらけになってましたけれども、名刺。そ

れ今どこかにあると思うのですけれども。非

常に懐かしくこのホームページ見させていた

だきました。

それから、このちぬやさんのことはこっち

に置いて、やはりちぬやさん、新しい農業後

継者を育てたいという意欲、非常に農業の新

時代を迎えるそういうやり方なのではないか

なと思うのです。農業新時代という本がある

のですけれども、農業の形態が大分変わって

きていると。例えばスーパーのイオンさんが

イオンアグリという会社をつくって社員募集

したら、これ、すごいですね。４０人募集の

ところで大学生４,０００人も集まったと。

倍率１００倍なのですよね。何かすごいな、

農業も新時代迎えて、どんどん新しい農業生

まれてくるのだなと。その中で、ただ農業の

知識を知ってるだけではなくて、語学も必要

だよというのですよね。だから一生懸命英語

とか勉強して、これから中国語も必要になる

かもしれないですけれども、その語学が農業

を助けていくのではないか。非常にグローバ

ルな、そういう農業がこれから展開されるの

ではないかと、非常に楽しみにしてます。私

もう年ですけれども、もうできないかもしれ

ないですけれども、若い人たちはもっといろ

いろ勉強していただいて、非常に幅広い目で

見てもらうと、これからの農業まだまだおも

しろいのではないかと、そういうふうに感じ

ました。

以上が農業関係、あっ、それからまだあり

ますね。例えば、バイオガスプラントがあり

ますね。バイオガスプラントの問題もありま
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して、これも夢のような話ですけれども、い

わゆる要らなくなった、要らなくなったとい

うのかな、いわゆるふん尿などで電力を起こ

したり、さらにそれをまた加工し直して肥料

や飼料にしていくという、そういう循環型の

考え方ですけれども、これもよくわからない

けれども、見ただけで、すばらしいなと思う

のですけれども。町長、ちょっとだけ学生さ

んいらっしゃいますから、このバイオガスプ

ラントについて、ちょっとだけのコメント、

よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） バイオガスプラン

トは数年かけて検討してきた結果、最終的に

国の補助金に採択をされ、当初は２９年の単

年度でやるということで申請を上げておりま

したけれども、結果として２カ年事業、２９

年、３０年の２カ年事業。事業主体はＪＡ、

農協さんが事業主体となるということで進め

てきているところであります。

そもそもこのバイオガスプラントにつきま

しては、これまで厄介者扱いされておりまし

た家畜、とりわけ乳牛のふん尿、これの処理

施設であります。酪農自体の飼養形態という

のはいろいろな飼養形態があって、一方で我

が町放牧酪農推進しましょうということで

やってきております。さらには舎飼いといっ

てつなぎ、牛舎の中につないでそこで搾乳を

しているところ、あともう一つ同じ舎飼いで

もフリーストールということで、小屋の中で

いわば牛さんが自由に動き回ってという、こ

ういう形態。とりわけこのふん尿処理の問題

で一番大きな問題というのは、やっぱりフ

リーストール農家さんのふん尿、これはもう

水分が非常に高くてどろどろのふん尿であり

ます。一般のつなぎだとか、そういう部分に

つきましては、敷料だとかそういうことも含

めて、そんなにどろどろということはないの

ですけれども、意外と堆肥化もそちらのほう

は、意外と手間暇はかかりますけれども容易

であります。ただ、フリーストールの場合に

ついては、本当に水分が高くてどろどろで、

この処理についてはなかなか大変な状況。ま

してや今それぞれのフリーストールでいきま

すと、飼養すなわち飼っている牛の数がかな

りふえているということもあって、これは非

常に悩ましいといいますか、こういう状況で

ありました。

十勝管内においては、鹿追町が先進地であ

りまして、これをバイオガスプラントという

施設をつくって、これはふん尿を発酵させ

て、そこから発生するガス、これを燃焼させ

て発電をして売電をする。これは国のほうも

ＦＩＴ制度といって、電力の買い取り制度を

つくりまして、先行していたのはどちらかと

いうと、買い取り制度でいきますと太陽光発

電、これがどんともう前面に出ましたから、

こちらのほうが先行していたのですけれど

も、バイオガスプラントについても、これも

買い取り制度に乗せるよということが数年前

に整備がされたことによって、一気にこのプ

ラント建設が進んでいるというようなことで

あります。ただ、現実問題としてはこのバイ

オガスプラントをつくるに当たってはもう相

当多額な費用がかかるというようなことであ

りますし、それから当初国のほうもどんど

ん、どんどん奨励をしようということでいっ

たのですけれども、なかなかこれ売電という

ことになると、すなわち売電をするというこ

とは収益が出るということですよね。そうす

ると、補助の制限も随分こうなってきてしま

いました。昨年までは２分の１の補助であり

ましたけれども、今年度からやっと我が町が

できるぞということで手を挙げたときには、

制度が変わって３分の１の補助金、しかも発

電にかかわる部分の設備については補助対象

外と、こういうことになって大変頭を悩ませ

てきたところでありますけれども、想定して

いる総事業費が約１３億円ぐらいかかるので

すが、実際に補助金としていただけるのは、

１億円強、失礼しました。全体で３億円ぐら

いということであります。ですから、３分の

１と言っているけれども、３分の１にならな

い。すなわち補助対象外の施設が相当あると
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いうことですね。ですから、実際に施設が完

成して稼働するまでにはまだまだ克服しなけ

ればならない課題、すなわち全量がガス化に

なって発電されて、残り何もないかという

と、液肥と言われる部分、とりわけ水分です

よね。尿が中心になりますけれども、これは

以前として残るわけですから、この処理、こ

れは畑地あるいは草地に散布をする。これは

肥料効果があるということで言われてますか

ら、ではこれをどうやってまくのですかとい

う話なのです。当然まく機械等が必要になっ

てくるわけでありますけれども、残念ながら

この機械等については補助対象外よというこ

とになってますから、これはまたいろいろな

相談をしながら別なリース事業だとか、そう

いうことを模索をしながらやっていくという

ようなこととなっております。現状はそうい

うような形で進み具合になっているというこ

とでございます。

鹿追の町長の言葉を借りると、このバイオ

ガスプラントというのは、一石五鳥ぐらいの

効果がある。今まで厄介者、まいたら臭い、

もう本当に始末に負えないというようなこと

でありましたけれども、これはもう環境、そ

れから売電したら収入も上がる。それから肥

料にもなるよ。その他もろもろ含めて一石五

鳥の施設だということで言っております。こ

れは本当しっかりと農協さんとも連携をしな

がら、町が支援できる部分につきましては最

大限の支援をしていきながら完成をさせ、そ

して無事に稼働できるよう、もっと言えば、

液肥の利活用などについてもこれからしっか

りと連携をとりながら進めていきたいという

ふうに考えてますので、御理解をいただきた

いというふうに思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋健一君） 確かに一石五鳥、計

画なのですけれども、やはり金銭的に厳しい

のだと。課題も大きいぞと、そういうことが

わかった。何とかその課題を克服して頑張っ

ていただきたいと思います。

ちなみに、ここに資料があるのですけれど

も、新得のバイオガスプラント、総事業費９

億７,７４０万円。それで国のバイオマス産

業化推進事業補助金が２億８,０００万円で

すから、かなり自分のところで負担する額も

大きいなと、そういうふうなイメージを持ち

ました。

次に進ませていただきますけれども、確か

にいろいろな農業、多様化しているのですよ

ね。非常に私も関心を持っているのは、やっ

ぱり新規就農の放牧酪農、今度あさってです

か、会合がありまして、２日間私もちょっと

行って勉強してくるのですけれども。コンセ

プト、考え方がこの人たちすばらしい、優秀

な人たちですので、考え方が超えているなと

いう感じがしますね。自然に溶け込むのです

よね。子供たちをそういう大自然の中で育て

ようという、何かすごくすばらしいなと、そ

ういうことで感動している次第であります。

いろいろ農業の話も尽きないのですけれど

も、次は林業の問題に移らさせていただきま

す。

やはり林業、林業というと、これはカラマ

ツ材ですよね。町長が打ち出したウッドバ

レーあしょろ、足寄町バイオマスタウン構想

目標というのがあります。夢のような話で、

これが実現するとすばらしいなと思うのです

よね。カラマツというのは、足寄はすごくカ

ラマツ材が多くて、私小さいころ通っていた

幼稚園がからまつ幼稚園でしたから、何て

いったって足寄町はカラマツなんだなとい

う、そういうイメージがありますけれども、

何ともこのカラマツというやつが手に負えな

くて、狂いは生じるし節だらけだし松ヤニは

出るし、大変なものだったのですけれども、

それがいろいろな技術の発達で、建築材でも

使えるようになったと。そこで足寄町もこの

カラマツ材を活用して、すばらしい事業をし

ようじゃないかということで、このＣＬＴで

すか、直交集成板、ＣＬＴ。なかなか英語の

略語が出てきて大変なのですけれども、辞書

で調べたらＣＬＴですね。高校生いらっしゃ
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るからわかると思うのですけれども、クロス

ラミネイテッドティンバーというのですね。

クロスだからクロス、直交しているわけで

す。ラミネートというのは知ってますよね。

ラミネートは、ラミネートで、フィルムで

びっと加工するやつですね。書類が濡れた

り、そういうしないようにする、そういう加

工方法で。ティンバーは材木ですから、英語

はすごくわかりやすいのですよね。クロスに

ラミネートされた材木ということで、英語の

ほうがわかりやすいなと。日本語は直交集成

材、ちょっとかたいのではないかと思うので

すけれども、それは余談になりますけれど

も。このＣＬＴ、直交集成材を使って大きく

足寄の町を林業の町に押し上げようじゃない

かという構想ですけれども、この構想、町長

少し、少しく余り長くならないように簡単に

説明、この構想について、これからの夢を

ちょっと一言語っていただきたいと思いま

す。実現性も含めてお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

将来的には、ある意味夢として、このＣＬ

Ｔの工場が足寄町に誘致できればなという、

まだその段階で、実現性という部分でいけば

もう越えなければならない山はたくさんある

というふうに思っているところであります。

全員協議会でも資料をお渡ししております

けれども、今木材の利活用については、私の

記憶では平成２６年だったというふうに記憶

してますけれども、一つ法律ができまして、

国産材をどんどん使おうということで、それ

まで国の政策としては木造の建物については

やっぱり火災の心配があるよということでＲ

Ｃ、特に大きな建物についてはＲＣ、鉄骨コ

ンクリートですか、これを推進してきたので

すね。この法律つくられてこの趣旨というの

は、とりわけ国産材もっともっと使いましょ

うと。それについては、推進母体としては国

内の公共建築物についてはまずは低層化をし

なさいと。低層化をして木造、国産材を使い

なさい。将来目標として、木材の国産材の自

給率を５０％まで引き上げましょうという、

この国の方針が出されてました。今申し上げ

たとおり、国の方針もう低層化なのですよ。

低層化ですから、せいぜい２階ですよね。

やっぱり今までの技術でいけば、それまでと

いいますか、この役場庁舎、カラマツの集成

材、町民の財産であります町有林から切り出

したカラマツ、これを板状にしてもらって、

これは直交でなくてまっすぐだけの一方方向

で張り合わせた木、これ集成材と言っている

のですけれども、それでつくりました。

ＣＬＴというのは、これは建築基準法も改

正されたのですけれども、上に積むことがで

きる。こういうことで国も本格的に、これは

外国ではヨーロッパを中心に、もう既にどん

どん、どんどん進んでるのですね。聞くとこ

ろによると８階建て、９階建ての木造、すな

わちこのＣＬＴ材を使ってそういう建築物が

どんどん、どんどんできてきているというこ

となのです。そういう意味では、日本の国少

しおくれているなというふうに思っているの

ですが、このことが国も、もっと言えば北海

道も将来これをどんどん推進していきましょ

うという、こういう構想が出てますから、そ

うしますと、特にカラマツというのは強度が

ありますから、これを活用していくいうこと

が、これまでも我が町はいろいろな建物につ

いては、この集成材活用して取り組んできて

ますけれども、ここに１枚ＣＬＴというのが

入ってきたらこれまた、平たく言えば、おも

しろいことになるなというふうに思ってま

す。

今後、私どもの町でもまだまだ今このＣＬ

Ｔの単価といいますか、ものすごく高い値段

であります。ですから建物丸ごとをＣＬＴで

やるとなったらとんでもない高くなります。

今までのデータでいきますと、２倍から１０

倍ぐらいの価格差があるというふうに聞いて

ます。これを下げるにはやっぱり上に積んで

いくと。高層化ということで言われていま

す。私どもできるところからやっていきたい
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なと思ってますから、これからの建物を計画

の中で、例えば一部分、床材についてはＣＬ

Ｔの板を使いましょうだとか、この部分につ

いてはＣＬＴの壁を使いましょうだとか、そ

ういうこと、いろいろなこと考えられるなと

いうふうに思っております。

いずれにしても夢のある、とりわけ足寄町

１,０００億平方キロのうちの約８３％が森

林の町ですから、これはもう本当に例えば建

設業者さんだけではなくて、この波及効果と

いうのはめちゃくちゃ大きいものがあるとい

うふうに思ってますから、情報収集をしなが

ら夢に向かって少しずつ歩を進めたいなとい

うふうに考えてますので、御理解いただきた

いと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋健一君） なかなか実現するに

は課題も多いと思いますけれども、夢のよう

な構想ですので、これは何とか実現していた

だきたい。ＣＬＴの工場などがここにでき

て、雇用の場もたくさんつくれればありがた

いなと思ってます。

さらにＣＬＴの活用したもう一つ話を聞い

たのですけれども、ビジネスホテル建設とい

うのはこれ実現性があるのか。たしか林野庁

のほうで支援しようという、ＣＬＴを活用し

た先駆的な建築物をつくるための支援事業と

いうのを起こしてますよね。そういうものを

利用すればこういう活用したホテル建設なん

か可能になると思うのですけれども、この現

実性はどうなのでしょうか、お伺いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

今現在具体的に進んでおります。固有名詞

はまだ言わないほうがいいかなと思ってます

けれども、今の国の補助制度、いろいろなと

ころであるのですよ。林野庁であったり環境

省であったり、それから国交省であったりあ

るのですけれども、いろいろこの間相談をし

ながら今現在、今年度予算の中で今月３次募

集もう始まったかなと思うのですけれども、

ここに手を挙げようということで、今現在図

面、実施設計書もう今月中にはでき上がると

いうふうに聞いております。今目指している

のは環境省の補助金、これを目指して手を挙

げていこうということとしております。

ただ表向きの補助率が８０％となっていま

す。これなかなか仕組みが、複雑な仕組みが

あって、いろいろ詰めていきますと、例えば

基礎部分は補助対象外だよだとか、この設備

は補助対象外だよということで、詰めていき

ますと、実質３分の１程度の補助金になって

しまうかなというような、これ実施設計書が

できてから、より具体の相談ということにな

るというふうに思ってますけれども、これは

何とか実現できるかなというふうに思ってま

す。ですからこれも全員協議会でちょっとお

話申し上げたとおり、これが具体になった時

点で当然これまたＲＣでつくった場合と価格

差が間違いなく生じますから、ここの部分に

ついては、これも既存の足寄町の企業推進条

例でこの補助制度持ってますけれども、それ

だけでは恐らくこの価格差を埋めることがで

きないかなというふうに思ってますから、そ

こら辺よく吟味をさせていただいて、必要が

あるというふうに判断したものについてはま

た議会にも相談をさせていただいて、現在の

決まり、条例超えたような支援も私は必要か

なというふうに思ってますので、そう判断し

たときにはまた議会にも相談をさせていただ

きたいというふうに思っております。

これは工場と違って、これはもう実現でき

るのではないかというふうに思ってますの

で、何とかこの企業の方とも連携をしながら

推し進めていきたいというふうに現在考えて

ますので、御理解いただきたいというふうに

思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋健一君） この夢をぜひ実現す

べく頑張っていただきたいと思っておりま

す。しかし、ここに九州大学の先生の意見が
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ございます。九州大学の久米篤先生、教授な

のですね。非常に足寄というのはすばらしい

よと、全国でも一番、一、二番を争うような

すばらしい森林資源を持っている場所なので

すけれども、なかなか連携がうまくいってな

いのではないのと、まだまだ課題が多いよと

いうこと指摘されているのですよね。その中

でちょっときついのは、農協、森林組合、土

木建設業界、役場組織などの相互連携が積極

的に行われていないという、ちょっときつい

なと思うのですよね。結構ずけずけ言う先生

ですね。まだ非常に片方で褒めていただきな

がら、バイオマス資源もすごくたくさんある

し豊富なのだけれども、なかなかちゃんと見

てるのかい、調べたのと実際のは違うのでは

ないのかと。ドローンでも使って調査して、

実態をきちんと把握しなさいということも言

われてます。たしかきのうでしたかね、何か

九州の面積以上の、いわゆる土地所有者が不

明なところがあるなんて出てましたけれど

も、そういう点でも森林はもっと厳しい状況

になっているのではないかと。ある程度きっ

ちりとした調査をして行いなさいというのを

書いてます。詳しくはわからないのですけれ

ども、柳を植えれとかいろいろ書いてありま

すけれども、ちょっと私もちょっとわからな

いのですけれども、何とかこの先生の意見も

参考にしながら、この課題を克服してここを

乗り切って、ぜひこのウッドバレーあしょろ

構想を推進していっていただきたいと思いま

す。夢のような話ですけれども、夢も大事で

すよね。夢に向かって進んでいくということ

も大事だと思います。

しかし、林業、やはりもっと小さいところ

から始めようと、そういうことも私考えてい

るのですね。例えば最近の林業の中に女の

子、林業女子がふえてきています。すばらし

いですね。そして、林業女子、あるところで

は森の女と書いて「もりおんな」じゃないで

すね、「もにょ」というのです。もにょ、も

にょちゃん、かわいい名前ですけれども。木

の美しさとか木のぬくもりを全国に発信しよ

うじゃないかという試み。もにょちゃんです

ね。だけれども、もにょちゃん、すごいので

すよね。重機動かしたりチェンソーでぱかぱ

かぱかぱか木を切り倒したり、そういう形で

一生懸命頑張ってる。これはもう男だけの世

界でなくて、女の人もぜひ林業を理解してい

ただいて林業の職にどんどん入っていただき

たいというふうに考えております。

それからもう一つは、バーベキューハウス

の管理人さんとお話をしたのですけれども、

いや、足寄すばらしいねって。とにかく小さ

いところから、お金をかけないところから

だって、いわゆる足寄発の発想が生まれてく

るんだよという話をしました。例えば、木の

枝、散らばってますよね。それを集めて、

ばっと伐採して、切って、ウッドチップにし

てばらまいたら、すごくふかふかのすばらし

い遊歩道ができるのではないかとか、あとは

その辺の要らなくなった木を、いわゆる小さ

な再利用ですけれども、炭焼きなんかに使

う。そして就労センターのおじさん、おばさ

んたちがそういうものをつくるとかね。そう

いうちっちゃな発想の塊、頭悪くて年とって

だんだん、だんだん鈍ってますから、そうい

うところに若い人たちの知恵を集めて、いろ

いろこれからの方法考えると、非常におもし

ろいものが出てくるのではないか。それを町

としてもぜひ実践していただきたい。まだま

だ林業の奥行きといいますか、伸び代はたく

さんあると思っています。ぜひ、高校生にも

もう少し再認識をしてもらって足寄のよさを

知ってください。

最後の課題になる３番目、福祉の問題にな

ります。非常に福祉の現場で人手不足です。

足りません。イメージが何となく悪いのです

よね。ちょっと調べてみましたら、３Ｋとい

うのあるのですよね。３Ｋの場合は、危険・

汚い・きついというよりも、危険の場合は、

何でしたっけ。３Ｋではない、５Ｋだという

のですね。介護の現場は５Ｋだ。５Ｋですか

ら、危険・汚い・きつい、もう一つ、もう二

つ、暗い・臭い。これでは誰も集まりません
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よね。こういうイメージがどうしてあるのか

わかりませんけれども、介護の職場で人材不

足になってどんどん、どんどん若い人たち、

若い人たちでなくてもいいのかもしれません

けれども、そういう力が必要になったとき

に、こういうイメージというのは非常によく

ないですよね。そういう部分も確かにあるの

かもしれませんけれども、本当に介護の現場

というのは、何というか、人間の尊厳のター

ミナルというか終着駅にかかわる問題でし

て、人間誰でも年老いて病気になって死んで

しまう。それに向き合っていくのですよね。

いわゆる感謝もあるし感動もあるし、人生を

考える上ですばらしい職場だと私は思ってい

るのですよね。そこを身を置くことの大事

さ、そういうものを若い人たちにも考えても

らいたいなと、そういうふうに考えていま

す。

どこでしたっけね、介護に関しては十勝で

もそうですけれども、外国の方、ベトナムの

方を呼んで介護の職をやってもらおうという

話もありますよね。私、それもいいのですけ

れども、やはり何とか足寄町で生まれて育っ

た人が足寄町の仕事についてもらう。そのた

めにはやはりしっかり、何というのかな、外

で勉強してもらって、そしていわゆる発信力

をつけて帰ってきていただいて、介護の職に

ついていただきたいと思っています。

例えば介護の職で、これ現場からの報告な

のですけれども、５Ｋといってもそんなひど

いものではないよと。こういう５Ｋもあるの

だよという、ひとつ紹介しますと、きれい、

かっこいい、給料が高い、健康になる、感謝

される、これが新しい５Ｋなのだそうですけ

れども、しかしこの給料が高い、これちょっ

と引っかかりますよね。本当に高いのかい

と、みんなそう言ってないよと。だけれど

も、これを発信した方の言うのは、給料が、

どうやって給料高くなるのかというと、資格

をとるのですよ。資格をとることによって給

料上がりますよね。そして経験を積むことに

よって、資格をとったから経験を積むことに

なって、その人の、何というのかな、重要性

が増してくる。そして、今福祉の世界という

のは、割とまだ出発状態でまだ混沌としてい

る状態ですので、割と上に上がりやすい、指

導者になりやすいのだよと。そういうことを

利用すれば、決して給料が安いのに甘んじて

いるような職場ではないのではないかという

発想がありました。そして、汚いという感じ

ないですよね。むすびれっじでもどこでも、

足寄の施設見てもそんなにそういうことあり

ません。だから、最初からイメージが先行し

てしまう。それが介護の世界の悪いところで

はないかなと、私は思っているのですよね。

でも、だから最初の出発点が悪い。これ

ちょっと教育長にお尋ねしたいのですけれど

も、やはりもう若いうちからそんなことない

よと。だけれども、何というのかな、ただ言

葉で言っただけではわからないので、現場体

験といいますか、それも今何ですか、イン

ターンシップというのありますけれども、イ

ンターンシップはどちらかというと就職活動

の一環というような感じがしてますよね。高

校３年生とか大学生が就職するために何か研

修するようなイメージがあるのですけれど

も、そういう制度をもうちょっと高校生、１

年、２年とか、中学生とかに広げて、先駆け

て現場を体験していただくという、そういう

試みが今足寄の現場でなされている、教育の

現場でなされているのでしょうか。お尋ねし

ます。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

学校教育の中で、いわゆる大きなくくりで

いうと進路指導というのはあるのですけれど

も、その中にいろいろな職業体験しようだと

か、しろだとかとそういうのあるのですが、

現実的に中学校の段階でそういう介護の現場

だとか、そういう体験をしているというのは

計画的に継続的にはやってないと思います。

多分、総合的な学習の時間等々を利用して、

単発的にはやることがあるのかなと思ってま
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す。いずれにしましても、今の社会、変化す

る社会を持続的に可能にさせていくという観

点で捉えたときにはやはり高齢化の波という

のは、これは避けて通れないわけで、そうい

うときにどうやって職業としての、高齢化に

向き合う職業としての人材を確保するのかと

いうのは、これはやっぱりそのバックボーン

というのはやっぱり教育をおいてないだろう

と。そういう意味でいったら、私も単に高校

生だけでなくて、義務教育の段階からそうい

う高齢化社会に向き合うための職業としての

考え方だとか、とるべき言動だとか、そうい

うことについて教育していく場や機会を設け

ることは大切だなと思っていますし、現実的

に学校でのそういう場や機会をとれることは

できると、そういうことですね。御理解願い

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） まだ質疑あるでしょ

うか。もう終わりですか。

どうぞ、９番。

○９番（髙橋健一君） どうもありがとうご

ざいました。

本当に教育というのは重要だと思いますの

で、ぜひその辺のことを考えて教育実践をさ

れていただきたいと思います。

最後なのですけれども、高校生いらっしゃ

いますので、最後に若い人たちのメッセージ

を一言いただきたいと思います。それで私の

一般質問を終了させていただきます。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 髙橋議員からのお

話の中で、３Ｋ職場あるいは５Ｋ職場という

お話もありました。私なりに思っているの

は、ここにはなぜそうなったのかというの

は、私なりの思いをちょっとお話しさせてい

ただきますと、実は介護保険制度というのは

平成１２年の４月からスタートしたのです

よ。私はこの制度というのは、世界に誇るす

ばらしい制度だというふうに思ってます。問

題はそこでちょっと国ももくろみ違いが出て

しまったということなのですね。スタートし

たときには、当然介護保険制度ができ上がっ

て、国民の皆さん方から保険料の負担をして

いただく。そしてサービスを利用した方の負

担も含めて、そして国からの支援も含めてと

いうことだったのですが、ですから当時は介

護報酬も事業者さんに対する支払われる介護

報酬も一定の額、すなわち十分商売として

やっていける、結果ですよ。私は思っている

のですけれども、どういう現象が起きたかと

いうと、大手資本がこの介護の事業にどっと

参入をしたということですよ。ところがそこ

でいったそのもくろみ違い、おおよそこれぐ

らいのサービス料で済むだろうということ

だったのですが、これはもうとんでもないこ

と、２倍も３倍も実際には使われた。ある意

味、裏を返せばそれだけすばらしい制度、要

はどんな状態になってもまさしく我が町、足

寄町に住み続けられるための本当に大事な私

は制度、すばらしい制度だなと思っていたの

です。結果、収支が合わないものですからど

ういう現象が出ましたかというと、介護報酬

支払いする額もぐっと下げたのですよ。そう

しますと民間事業者の方は、これもうからな

いと事業継続できないわけですから、しかも

この事業展開をしている中身というのはどこ

にお金がかかるのですかというと、やっぱり

人件費ですよね。そこで出てきたのが介護士

さんの数を減らすだとか、いろいろなところ

で、この施設で火事になりました、残念なが

ら死亡者出ました、本当は二人体制のところ

一人体制だったとか、結局そういうところに

もどんどん、どんどん出てきてしまってるの

ですね。ですから、どこにしわ寄せが行って

るのですかというと、やっぱりこの現場の介

護。ですからこれがもう蔓延してしまったの

ですね。きつい、給料安い、汚いだとか、そ

んなこと。少なくても我が町で今直営でやっ

ている特別養護老人ホーム、それから指定管

理者やっている、社会福祉協議会でやってい

るむすびれっじ、それからＮＰＯ法人でも

やっていただいてます。さらには、社会福祉

法人でも事業展開していただいてます。決し

て、給料がめちゃくちゃ安い、確かに差はあ
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るのですよ。これ、これからの課題だなと

思っているのですけれども。ですから、やっ

ぱり仕事にはやりがいもあるでしょうし、で

すからむすびれっじの職員の方々、これ全道

各地から集まってます。たまにしか顔出しま

せんけれども、どうだ、楽しいかと聞いた

ら、楽しいと言ってくれてるのですよ。です

から、いかにそういう職場づくりをちゃんと

やっていく。今の国の方針自体がもう経済最

優先ですから、もうかる事業はどんどん、ど

んどん推進していきましょうということです

から、ここには私は一定の違和感感じている

のですよね。福祉だとか教育を金もうけに

使っていいのですかという、そもそも私はそ

ういう思いを持っているのですけれども、た

だ民間事業者はきちんとやっていけるのであ

ればそれは全然否定する気はないのですけれ

ども、いずれにしてもこれは人はおぎゃあと

生まれてから、最後にはもうともかくお迎え

に来て一生を終えるということでありますけ

れども、その中で自分の意思に反して、やは

り介護が必要になってくるお年寄りというの

はこれは絶対いるわけですから、これはもう

欠かすことのできない、そういう意味では仕

事、もっと言えば介護者だというふうに思っ

てますから、これはしっかりとした正しい情

報もお伝えをしながら、さらには間違いなく

やりがいのある仕事なのだよということを、

先ほどからお伝えしているとおり、我が町で

は三つの介護の職員を確保するための取り組

みもしてますから、やはり若い人たち、きょ

うも高校生来ておりますけれども、介護の

道、ぜひとも目指してほしいなと、一人でも

二人でも目指してほしいなというふうに思っ

てます。

それから先ほど外国人労働者のお話もあり

ました。いろいろ情報を聞いてますと、いろ

いろ研修を受けて勉強をされて、実際に介護

施設に働いている方もたくさんいらっしゃい

ます。ここで一番の壁はやっぱり何かという

と、言葉の問題だと思います。もちろん語学

も勉強してます。ただ、御案内のとおり、子

供さん、それからお年寄り、自分の意思を伝

えたくてもなかなか伝えきれない。そこをど

う読み取ってサービスを提供していくかとい

うことですよね。ここがやっぱり外国人労働

者の皆さん方が苦しんでいるのはそこだとい

う話をお聞きしてます。一般の会話について

は全く問題ないぐらいの語学力もきちんとつ

いてる。しかし実際介護の現場に行ったら、

はっきり言葉を発せられないだとか、何をし

てほしいのか、きちんと受け取ることができ

ないというのも出てきているだとか、そんな

お話も聞いております。なかなか人材不足と

いうのは介護現場に限らず建設現場、それか

ら林業の現場も足りないという状況にありま

すけれども、しかしやはりこの町の中ででき

きることはやっぱりしっかり町の中でやって

いく。そして、なかなか地元の高校生、毎年

５０人から６０人卒業するわけでありますけ

れども、では全員が残れるだけの働く場所あ

るのですかというと、ここにも問題はありま

すけれども、いずれにしても正しい情報をお

伝えをして、ぜひ住みなれた足寄町に住み続

ける、すなわち地元に就職をしていただける

場を私どもも最大限努力をして提供をしてい

きたいなというふうに考えてますので、御理

解いただきたいというふうに思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋健一君） どうもありがとうご

ざいました。これで私の一般質問を終了させ

ていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、９番髙橋

健一君の一般質問を終えます。

ここで、暫時休憩をいたします。

１０分間休憩をいたします。

高校生の方も入れかえがあるようでありま

すから、お願いいたします。

午前１１時 ３分 休憩

午前１１時１４分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

一般質問を続けます。
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８番高道洋子君。

（８番高道洋子君 登壇）

○８番（高道洋子君） 議長のお許しをいた

だきましたので、通告書に従って質問をさせ

ていただきます。

乳がん対策について。

毎年１０月は、乳がんの撲滅へ向けた早期

発見、早期治療を啓発するピンクリボン月間

です。生涯がんで死亡する確率は、男性２５

％、４人に１人、女性１６％、６人に１人と

言われており、その中でも女性特有のがんで

ある乳がんを患う日本人女性は１１人に１人

と言われています。国立がん研究センターの

最新のがん統計によると、各種がんの中で女

性の罹患数が最も多い部位は乳房で、死亡数

が多い部位でも５番目に位置しており、女性

の３０歳から６４歳では乳がんが死亡原因の

トップとなっております。

厚生労働省の調査では、乳がんで亡くなる

女性が２０１０年には１万人を超え、２０１

６年には１万４,０１３人と増加を続けてお

り、１９８０年、今から３７年前と比べる

と、実に３倍以上になっております。

乳がんは３０代から増加し始めて、４０代

後半にピークを迎え、比較的若い世代で多く

発症していることから、若いときから関心を

持つことが大切であると考えます。

最近は、芸能人や著名人の方々ががんを公

表することで、がんの恐ろしさや厳しさを知

る機会が多く、昨年進行性乳がんを公表され

ことしの６月にお亡くなりになられたフリー

アナウンサーの小林麻央さんの死は、国民に

大きな衝撃を与え、乳がんの恐ろしさについ

て再認識するとともに、特に若い世代の意識

も高まっているものと考えます。

乳がんはほかのがんとは違い、自分で発見

できる唯一のがんです。また、早期発見して

治療すれば、９０％以上の方が治ると言われ

ております。

早期発見に必要なことは、自分の乳房の状

況を見て、さわって、知っておくことで、さ

さいな変化に気づくことができるようになり

ます。

現在４０代を超えたら、２年に一度乳がん

検診を受けることが国の指針で進められてお

りますが、もっと若いときから関心を持って

もらうことが非常に大切です。

また、若い女性は２０代から月に一度はセ

ルフチェック、自己検診を心がけることが大

切であると言われています。

以上のことから、本町における乳がん対策

に係る次の事項についてお尋ねいたします。

一つ、本町における直近３カ年の乳がん検

診の受診率と目標値との対比について。

二つ、本町における直近３カ年の乳がん罹

患者数、罹患者及び死亡者数について。

３番、乳がん検診無料クーポン券交付対象

者数と未利用者数について、伺います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、安久津町長。

○町長（安久津勝彦君） 高道議員の乳がん

対策についての一般質問にお答えをいたしま

す。

本町ではこれまで北海道結核予防会に委託

をして集団での乳がん検診を実施するととも

に、帯広市医師会に委託をして、帯広市内の

病院等での個別検診も実施してまいりまし

た。

本年度から検診可能な医療機関の拡大を図

るとともに、自己負担の軽減策の拡大も行

い、さらにＰＥＴ乳がん検診への助成も始め

たことから、受診率の向上に期待をしており

ます。

１点目の本町における直近３カ年の乳がん

検診の受診率と目標値との対比についてです

が、目標値は各年度４０％のところ、平成２

６年度は３０.４％、平成２７年度は２７.８

％、平成２８年度は３５.９％となっており

ます。

２点目の本町における直近３カ年の乳がん

罹患者及び死亡者数についてでは、まず罹患

者数ですが、把握可能なデータは国保データ

ベースシステムにおける被保険者１,０００

人当たりのレセプト件数で、平成２６年度は

１.６件、平成２７年度は１.４件、平成２８
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年度は１.９件となっております。死亡者数

は平成２６年で１名、平成２７年で２名、平

成２８年で１名であります。

３点目の乳がん検診無料クーポン券交付対

象者数と未利用者数についてですが、各年度

交付基準が一律ではなく、平成２６年度は４

０歳と、平成２０年度から２４年度のクーポ

ン交付者のうち、未利用だった方を対象と

し、交付対象者５４９人のところ未利用者が

５２２人、平成２７年度は４０歳、４５歳、

５０歳、５５歳、６０歳と平成２５年度の

クーポン交付者のうち未利用だった方が対象

で、交付対象者２６５人のところ、未利用者

数が２１８人、平成２８年度は４０歳、５０

歳、６０歳が対象で、交付対象者１１７名の

ところ未利用者が９３人と未利用率が非常に

高いことから、未利用の理由を調査するとと

もに、検診の必要性をわかりやすく伝え、個

別勧奨等を粘り強く行う必要があると考えて

おります。

今後も受診率向上のための情報提供や健康

教育等各種保健事業を推進してまいりたいと

考えておりますので、御理解を賜りますよう

お願い申し上げまして、高道議員の一般質問

に対する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

８番高道洋子君。

○８番（高道洋子君） ただいま直近３カ年

間の、３カ年の乳がんの罹患者数と死亡者数

についての答弁がございました。この死亡者

数につきましては、国保会計ですか、国保

データベースの可能な限りの、把握可能な限

りの国保データだということでございまし

て、被保険者１,０００人当たりのレセプト

件数で出て、答弁がありました。１,０００

人当たりということになりますと、足寄町は

７,０００人ですから、これを単純に７倍す

れば実際の亡くなった方の数字が出るという

ことなのか、それでよろしいのか。

また、国保データだけではなくて、社会保

険者もおりますよね、普通会社員とか。そう

いう人たちのデータは、この１.４件とか亡

くなった人が１名とか２名とかありますけれ

ども、その中に入っていないのかどうなの

か、お知らせください。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

まず罹患者数ですが、これが国保データ

ベースで、国民健康保険に入っている方の各

病院から国保連合会のほうに請求データとし

て上げられたと。この件数が、このデータ

ベースシステムというのが元々統計的なもの

で、実数では出ない形のものでございます。

国保以外に協会けんぽですとか、共済ですと

かいろいろな保険に加入されている方がい

らっしゃいますけれども、市町村にそのデー

タは下りてこないというところで、その協会

けんぽでしたらその協会けんぽの中でこれだ

けの人数がいるとかというのは照会すれば可

能なのですけれども、足寄町において何人い

ますかというのは、それは照会しても答えを

出してくれないというところで、データ的な

ものとして、指標としてこの国保のデータ

ベース、これを使わざるを得ないというとこ

ろです。

これで１,０００人当たりの件数ですが、

請求が月単位でございますので、例えば１人

の方が乳がんになられて、４月と５月にまた

いで病院に通われたら２件というデータにな

ります。なので、これも例えば２６年度が

１.６件といいますと、先ほど高道議員さん

言われたように、足寄町が７,０００人の場

合、単純に７を掛けた７倍すればレセプトの

件数としては出ます。なので、２６年度１.

６なので７倍して１１.２。１１.２の請求

データがあったと。これが１１.２人なの

か、もしかしたら３カ月通っていたら１人で

３件という形になるということで、今ここで

公的なデータとしてお示しできるのは、足寄

町としてはこれが最も信頼性のおけるデータ

ということで、罹患者数としてはこのデータ

になります。ちなみに死亡者数につきまして

は、死亡届で医師の診断書で死因として乳が
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んというのが死亡の死因として記載されてい

るものの数でございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） わかりました。

なかなか、前回、去年でしたか、がん対策

について一般質問しましたときに、がんで死

亡した人は何名ですかと聞いたときに、年間

１２０名の中、たしかあのとき４０名近くの

方ががんで亡くなりましたよというふうな答

弁がございました。ですから、ではその三十

数名、４０名前後の方が亡くなって、死因別

に多分基礎データとして積み上げていったの

ではないかなと思うのですけれども、いずれ

にしましても、このデータしか可能な限りの

情報だということでわかりました。

それで今度、乳がんの受診率の推移につい

て伺いたいのでございますけれども、答弁に

よりますと、目標値が毎年４０％と置いてい

ると。受診率ですね、乳がんの受診率。それ

に対して、２６年、２７年、２８年の数値が

出ております。これでいきますと、３１.４

から２７年度は２７.８と少しダウンして、

２８年に来て３５.９とまた盛り返してきて

おりますが、私の知るところの情報によりま

すと、たしか今回は２６、２７、２８年の直

近のデータなのですけれども、平成２５年で

すね、この受診率のときが大変、そのときも

質問してわかったのですけれども、この１年

前ですね、２６年の前が４５.１％というこ

とで、当時十勝管内でも平均が３３％の中を

足寄町は断トツの４５％という驚異的な数値

を上げて、そしてすばらしいなと思ったので

すけれども、この２６年は３０.４ですから

１５％ぐらいはもうダウンして、なかなかこ

としはいいから来年もいいかなというと、こ

の受診率に関してはなかなか毎年毎年アップ

ダウンがあるのだなということがうかがえま

す。

目標値が４０ですから、２８年度は３５、

約３６％まで行ったわけですけれども、この

受診率向上の具体的な対策ですね。この４５

％というのは過去の数字ですけれども、これ

一過性だったのか、また当時の担当者やら保

健婦さん中心に一生懸命勧奨やらいろいろ

やって頑張ったなとは思いますけれども、今

後受診率を上げるための具体的な対策です

ね、何か具体的に考えていることがありまし

たら、お知らせください。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

まず、ことしから新たに検診率の向上なり

乳がんの早期発見のためということで、ＰＥ

Ｔの乳がん検診の支援を始めました。これは

十勝管内では北斗病院でしかＰＥＴができな

いのですが、そちらのほうに１万円の助成を

して受診の促進を促すと。高道議員さん御存

じのとおり、マンモグラフィーのＰＥＴのほ

うが発見率が非常に精密だということで、そ

ちらのほうを勧めさせていただくとともに、

個別検診の部分で、今まで節目での受診の

クーポンを、例えば４０歳、５０歳ですと

か、そういう形でその方に無料のクーポンを

お出ししていたところなのですけれども、今

後はレントゲンが、レントゲンというか集団

検診で足寄町内で一発でその日にやるという

部分のほかに、好きな時間、好きな日時に帯

広に行って帯広管内の帯広の市内の婦人科

系、乳腺系の病院で、クーポンを町が交付す

るので、希望者に交付しますので、それによ

り少ない負担で受診していただくような形で

支援策を講じております。

個別検診の部分では、７月の第４週の自治

会回覧でも町が支援をしますということで、

一般的な費用でいいますと、７,５００円ぐ

らいかかる１回の検診費用に対しまして５,

４００円の町のクーポンで支援をするという

ことで２,１００円程度で、帯広に行くいい

タイミングで検査をしていただくような形と

いうことで、７月にも広報してますし、また

まだ予定枠がまだあるということですので、

また改めて再募集をかけると。その中では、

乳がんの検診の必要性とも広報していきたい
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と考えてます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） わかりました。

無料クーポンのことなのですけれども、５

年に１回の無料クーポンということで、町が

発行しておりますけれども、先ほどの御答弁

によりますと、大変未利用者ですね、非常に

利用されてないということがこの数値からも

うかがえます。例えば５４９人のところ利用

してない人が５２２人とか。それからそうで

すね、２６５人のところ利用してない人が２

１８人もいるとか。それから２８年では１１

７名のところ９３名も利用してないという、

本当にせっかく５年に一度無料でいただける

クーポンを利活用できてないということは大

変残念だなと思うのですけれども、大変悪

い、利用率が上がらない、その原因と分析を

どのように捉えているのか、お答えくださ

い。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

私も、例えば議員さんからこの一般質問を

受けまして、保健推進のほうにこのデータを

教えてほしいということで数字をいただい

た、もらったところ、この数字逆ではないか

と思うぐらい本当にもう利用率が非常に低い

というのでびっくりしたところでございま

す。何でこんなに低いのというふうに健康推

進に聞いたところ、やはり必要性というとこ

ろでせっかくのものでもわざわざ行って、私

はがんにならないとかというイメージもある

のかもしれないですし、あとはそうですね、

実際のところはこのクーポンを使わないで受

診されている方もいるだろうというようなと

ころで、きちっとした調査をしてなかったも

ので、先ほどの答弁でも町長がお答えしたよ

うに、しっかりと分析をしなければいけない

ということで、なぜ使わなかったのでしょう

かという部分もやるとともに、節目だからそ

のときだけやってもしようがないかなという

ような思いの方もいらっしゃるかというとこ

ろで、今年度から、先ほども言いましたよう

に、クーポンで好きなタイミングで受けてい

ただくような形で、使用しやすいような形と

いうのを整えているところで、今後やはり必

要性、早期発見すれば治るんだよと、民間の

治療ではなくきちっとした治療をしたら、本

当にもう生存率が高いのだねというようなこ

とも含めて、きちっとした広報をしていかな

いといけないというところと、先ほど申しま

したように分析はこれからきちっとしたいと

考えてます。

以上であります。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） これから分析すると

いうことでわかりました。

町村によっては、先ほどの福祉課長の答弁

にもあったのかもしれませんけれども、足寄

町は５年に一度のクーポンですけれども、他

町村になると２年に一度クーポンを、大きな

都市、足寄よりも３倍も４倍もいる人口のと

ころでも２年に一度４０歳から６０歳まで

クーポンだとか、またほかの十勝管内でも町

村によると一切無料だとか、毎年ですね、も

う一切無料にしているとかという町もありま

す。５年に１回だから無料にこだわって忘れ

てしまうのか、意識が本当に、早期発見しよ

うという意識がまだまだなのか、原因はわか

りませんけれども、このクーポンを５年に１

回ではなく２年に１回とか、全く毎年という

のか、もう一切乳がんの検診費を取らない

と、無料にするという、もちろん年齢限定で

だと思いますけれども、そういう考えはある

のかどうなのか、検討されているのか、お伺

いしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

今年度から、先ほども申した新たな利用し

やすいような制度をオプションとして加えた

ということで、まずこの今年度の利用状況で

すとか、また使われた方がどういうような間
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隔でやられているか、またうまく健康教育な

どでもがん、乳がんに関する早期の発見が必

要だという部分でお知らせをするとともに、

住民の方がどういうような感覚でいるかとい

うことも踏まえて、今のところはことしの拡

大した部分から、また新たな部分の、新たに

来年また拡大するというところは今のところ

考えてはいないところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） それでは、ＰＥＴ乳

がんの検診について伺いたいと思いますが、

ホームページの資料によりますと、先着５０

名の方にＰＥＴ乳がんいいですよ、北斗病院

で２万円かかるところを１万円は町が助成し

ますよということで、先着５０名ということ

でしたけれども、２９年の４月から３０年の

１月までですか、受付期間が、ということ

で、今も既にＰＥＴに行っているのかもしれ

ませんが、その状況ですね、今現在の状況を

お聞かせください。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。

５０名のところ、きのう聞いてメモしたや

つがちょっとどこに行ったかわかりませんけ

れども、多分三十数名の申し込みがあって既

に半分はもう受診されているというような形

で若干空きがあったというように記憶してま

すが、もし間違って、違っているようでした

らちょっとまた訂正をさせていただきたいと

思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） ５０名のところ三十

数名ということを伺いました。

意外とこのＰＥＴ乳がんは、意外と知らな

い人が多いのではないかなと思います。首か

ら下の全身のＰＥＴ、脳ドック、それに加え

てこの乳がんのＰＥＴということですよね。

この黄色い紙ありますよね、カレンダー

が。これにも乳がんのところにＰＥＴ乳がん

のことは書いてないのですよね。それから、

ＰＥＴがん検診のこれにも書いてないし、ま

だ十数名の人がまだ病院行ってないというこ

とですけれども、これに書かなかった理由は

何かあるのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

その紙は４月にすぐつくる、もう４月から

年間スケジュール、３月までのスケジュール

であるということであります。

もう既に固まっている、昨年度までやって

いるものを日付とかちょっと仕様が変わった

ら変えるという形で早々に皆さんにお知らせ

をしていると。今年度からやっているＰＥＴ

の部分は、予算化が４月からで早急にできれ

ばよかったのですけれども、医療機関との調

整ですとか契約をするための条件のほう整え

るということで、それにはまず間に合わな

かったというところで、当初の部分が掲載で

きなかったというところでございまして、ま

た改めて募集枠があれば、先ほどのクーポン

と同様にお知らせをして回覧で募っていきた

いと思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） そうですね、やっぱ

りこれ結構町民の方が見てますので、そうい

う新たな事業のときにはなるべくこういうと

ころに紹介してほしいなと。また回覧板など

でも案外このＰＥＴ乳がんのことは知らない

人が、値段も１万円と高いのですけれども、

でも半額助成ですので、もっともっと受けて

ほしいなという思いでおります。

次に、セルフチェックが大事だと、早期発

見のためには自分の乳房を、自分の早期発見

の、自分の胸の状況を見てさわって、そして

知っておくことがどんなささいな変化にも気

づいて、そして変化を気づくことによって、

では受診してみようかなという思いにつな

がっていくと思います。現在、４０代を超え

たら２年に一度は乳がん検診を受けることが
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国の指針で勧められておりますが、また２０

代からは月に一度はセルフチェック、自己検

診が心がけることが大切だと言われておりま

すが、そこで今回提案なのですけれども、若

いときから関心を、１０代のときから本当に

乳房、自分の胸に、また乳がんということに

対して関心を持ってもらうためのセルフ

チェックをする際に使用する補助的用具を取

り入れてみてはどうかということを提案した

いと思います。それは、今回提案させていた

だく自己検診用乳がんグローブというのがご

ざいまして、手にはめて、そして自分の乳房

を触ることによって大変指先、素手よりも感

覚が鋭敏になって、髪の毛１本も凹凸までわ

かるようになるということで、より小さな病

変にも気づける可能性があると言われており

ます。これは、月１回の自己検診なのですけ

れども、なかなか私たち今までもお風呂へ

入ったらすることとか、暇を見てとかっても

うずっと言われてきたことでしたけれども、

なかなか最初のうちはやるのですけれどもな

かなかもうしなくなるということがございま

した。これはこういうものでして、初めて見

る人も多いと思うのですけれども、このピン

ク、ここ３枚のビニールになっておりまし

て、ここがすごく敏感で私もやってみました

けれども、がんは、しこりはなかったのです

けれども、でもこれが絶対とは言いません。

これが絶対とは言わないのですけれども、こ

れをはめてさわってみることによって、何か

ポイントというか、そのポイントがよくつか

めるようになって、そして今度はこれをはか

なくても素手ででもしょっちゅう触診、自己

検診できるようになるという、そういう習慣

づけのためのグローブだそうです。これは大

変日本予防医学協会でも、この乳がん自己検

診の補助としてグローブが紹介されておりま

して、全国の自治体でも北海道でも、これを

いろいろな乳がんセミナーとかそういうとき

に、これを紹介してはいてもらって体験し

て、そして自己検診がいかに大事かという習

慣づけの一つのグッズとしてほかの町村でも

最近出回るようになったというか、紹介され

るようになりました。そのことに対して、本

町でも乳がんの自己検診用のグローブを取り

入れるべきだと考えますが、町長のお考えを

伺いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

がんの関係での検査キットでどれだけ種類

があって、どういうものがあるかというのは

私どもは全て把握しているわけではございま

せん。例えば胃がんでしたら、検査キットが

民間でどこかで何かの皮膚片を例えば送った

ら、結果を出してくれるですとか、そのほか

民間ではいろいろなものが多分あるのだと思

います。

そこで、行政ですので、しっかりした証拠

に基づいた効果という部分をはっきりできる

ものであるかというのと、あと今議員さんが

言われた町としてで勧めたらという部分で、

その勧めるというのは町費を出さないで皆さ

んにお知らせするという話なのか、町費でお

配りするという部分なのか、ちょっとどの部

分で町が関与するかというのはちょっとわか

らないのですが、想定するには町費ではまだ

早いのではないかと。それは先進的でかつ実

績が出てこないとまだ町としてもまだ踏み込

める状況ではないのかというところで、今回

御提案いただいた内容を吟味しまして、ほか

の乳がんに限ったお話ではないかと思います

ので、いろいろなグッズがありますよという

ことで、情報提供という部分ではやることは

やぶさかではないとは思いますが、町がこの

商品をどうぞですとか、買って渡すというの

はまだちょっと私の考えとしては早計なのか

なというふうに考えてますので、とはいえ調

査研究は今後も続けていきたいと考えてま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） わかりました。

もう議場にあっても関係者の私たちも本当



― 22―

に初めて見た人も多いかと思いますが、今後

こういう他町村の動きも見ながら、また検証

しながら今後検討していただきたいなという

一つのグッズとして、これは絶対ではありま

せんよということで、自己検診をするための

一つの道具ということで、習慣づけるため

の、そういう捉えでいいかと思いますので、

御検討願いたいと思います。

次にお伺いますけれども、乳がん検診を受

けることができる集団検診は町でやりますけ

れども、個別でですね、帯広の方面、帯広と

か他町村へ行って医療機関で、足寄で集団検

診できない人たちが個別で検診を受けている

わけですけれども、そのことも、その医療機

関の拡充について伺いたいと思います。

本年６月２３日から三日間上士幌町におい

て、十勝乳腺会議が開催されました。大変こ

れは格調の高い会議らしかったのですけれど

も、その会議の中で、出席者のほうから、子

育て中の女性や介護中の主婦が乳がん検診を

受ける難しさなどについて意見が出されたと

の記事が新聞に掲載されておりました。

そこでまずお聞きしたいのですが、町民が

自己検診するしない関係なく、自分も自分の

乳がんはどうか心配だという相談とか、また

帯広には遠くまで車もないし行けないとい

う、そういう方がたくさんいると思うのです

けれども、心配だからちょっとお医者さんに

診てもらおうという場合、町立病院行っても

診てもらえるのかどうなのかということにつ

いてお聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保健病院事務長（川島英明君）

病院事務長でございます。

ただいま御質問のありました乳がんの心配

があって当院を受診される場合につきまして

は、通常外科の分野ということでございまし

て、外科の医師が診察に、診療に当たるとい

うことになってございます。診察は当院には

マンモグラフィーがないものですから、たし

か触診か、もしくは超音波エコーということ

で対応しているというふうに聞いております

が、必要に応じて帯広の市内の医療機関のほ

うに紹介をさせていただいているというよう

な現状になっております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） 帯広の医療機関に紹

介していただけるということの御答弁がござ

いました。

そこで、町立病院では乳腺外科というの

か、乳がん専門のお医者さんいないので、検

査は、検診はできないという今のご答弁あり

ましたが、それでは町民が乳がんを検査受け

る場合、町の費用の一部を出して集団検診の

ほか個別で帯広市内の医療機関で受けるわけ

ですけれども、まず現在町が契約している医

療機関は何カ所あって、最初の答弁にも今回

はそこを本格的に拡大するということが、最

初の答弁にもございましたけれども、何カ所

あって何カ所拡大したのか、お伺いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

乳がん検診につきましては、これまで帯広

医師会で包括的にやっていたところで、その

やっていただいていたところは昨年までは帯

広厚生病院、帯広協会病院、北斗病院、帯広

第一病院の四つで、今年度新たに上徳さんが

乳腺系のものを始めたということで、上徳さ

んのほうが追加になりました。

医療機関としては４から５に一つふえたと

いうことでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） 私も上徳さんが女性

の医者でしかも女性の放射線技師がいるとい

うことで、全部女性がお医者さん対応してく

れるという聞きまして、上徳さん民間で、し

かも総合病院だと土曜日は大概検査しない日

になってまして、民間のそういう個人病院で

したら土曜も休診でなく受け付けているし、

それから大きな病院は予約が大変長引いてい

つになるかわからない、なったとしても大変
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時間がかかると、もう一日がかりで行かなけ

ればいけないということがある中で、そうい

う民間の、それから近くは音更にもそういう

病院があって、そういう音更なら車で行くに

も帯広よりは近いですし、あんまり交通も利

便性があるのではないかということもありま

すけれども、そういうことを伺おうかと今

思っておりました。上徳さんが追加になった

ということですね。また音更の病院もまた今

後考えていただきたいというふうに思いま

す。

次に質問いたします。

乳がんを含め、がんの治療を受けながら働

き続けることができるよう、今がんになって

も働かなくてはならない母子家庭とか、また

働き盛りの子育て中の人とか、そういう人た

ちがたくさんおります。だけれども残念なこ

とにがんになってしまったと。乳がんばかり

ではないのですけれども、その就労支援とか

経済的負担軽減の観点から、医療用のかつ

ら、医療用ウィッグ、この助成支援について

伺いたいと思います。

現在、医療用のウィッグは、かつらは保険

対象とはなっておりません。一般的に抗がん

剤治療を始めて平均、個人差はあるのでしょ

うけれども、平均１９日ぐらいから髪の毛が

抜け始め、その後１週間ぐらいでほぼ全て抜

け落ちると言われております。がん治療の副

作用で女性が最も悩むことは髪の毛が抜ける

ことです。特に乳がんや子宮がんなど、女性

特有のがんの治療で投与する抗がん剤には脱

毛の副作用があると言われておりますが、

ウィッグの、かつらの値段も高くて５万円と

か１０万円以上だとかということで、がんの

治療だけでも患者にしたら医療費が高いの

に、そこまではなかなか患者さんにとっては

経済的な負担が大きいわけでございます。政

府は２０１２年、第２次がん対策推進基本計

画の目標として、がんになっても安心して暮

らせる社会の構築やがん患者の就労を含めた

社会的な問題への対応などを掲げておりま

す。そのような中で、医療用かつらは医療保

険の対象外であり、その負担は重いと。本州

の自治体などは、そのかつら、男性女性関係

ないのですけれども、こういうグッズ、かつ

らの補助金とか費用の９割とか、または３万

円のいずれか低いほうの額を助成する事業は

創設したりしておりますが、このほかにもた

くさんの町村が、北海道ではまだわかりませ

んけれども、こういう補助金、助成金の制度

が設けられておりますけれども、今後本町で

も創設してはいかがかと思います。今人手が

不足でいろいろと働かなくてはならない、ま

たは事情等いろいろある中で、何とかそうい

うことも検討していただきたいなと思うわけ

ですけれども、いかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。答弁させていただきます。

罹患して放射線とか投薬により抜けて、そ

れで例えばかつらがあることによって就労で

きるとか、かつらがあることによって子育て

ができるという部分ではちょっと直接的な結

びつきがまだ私のほうですんなりと理解でき

ないところで、まだ行政として、まだ議員さ

んから言われるとおくれてるのかもしれない

ですけれども、かつらに対する支援を町費で

行うという部分ではまだまだいろいろな検討

が必要だと私のほうでは考えてまして、もっ

と違う支援の仕方というのも広い観点から考

えていかなくてはいけないかなと。今回の提

案というのは、一つのものとして就労なり子

育ての支援のあるものの一つのツールとして

考えてくれないかというお話だと捉えまし

て、今町が何ができるのか、ほかの町はどう

いうことをやっているのかというのは、すぐ

に答えは出ないかと思いますけれども、時間

をかけて調査、検討させていただければと考

えてます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（高道洋子君） 福祉課長からいかが

なものかという御答弁もありました。時間で

ございますので、もう終わりますけれども、
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日本全国見ると本当にたくさんの件数の補助

具ですね、下着、おっぱいがなくなった後の

補正下着だとか、かつらとか、結構支援して

る町がいっぱいありました。ですから、他町

村を見ながらそういうことも働き続けるとい

う、支援するという意味で今後前向きに考え

ていただきたいなと思います。

最後に、町長から乳がん対策に対する御意

見を伺って終わりたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

高道議員からいろいろな提案も含めていろ

いろ御質問をいただきました。

ともかく今がんというのはなかなか疾病の

中でも大変重たい病気ということであります

けれども、そのほかにもいろいろな病気で悩

まされている方がたくさんいらっしゃるわけ

であります。一番の基本は、私ども町が町民

の皆さん方に提供している、まずは早期発

見、早期治療これが一番だと。もっと言葉か

えれば自分の身は自分で守りましょうと。そ

のためには町がこういう支援をしてますよと

いうことで準備をしていても、まさしく私も

先ほど改めて聞きますと、無料クーポンを出

しているにもかかわらずもう利用率というの

は本当に低いという実態だということであり

ますから、まずはそのことを引き続きＰＲし

ていきたいなと。私もいろいろな会合に出席

させていただいているときには、とりわけＰ

ＥＴ検診などというのはがん対策では、ＰＥ

Ｔ検診、これが１００％でありませんけれど

も、本当に小さながんも発見できる可能性が

極めて高いのだよということで、費用は若干

高いですけれども、手出しも５万円程度の手

出しになってしまいますけれども、しかしこ

れを何年に一遍か受けていれば安心、自分の

命を守るということにつながるのだというこ

とをＰＲさせていただいているところでござ

います。

いろいろな取り組み、先進地の取り組み、

あるいはほかやってなくても我が町がやって

いると、先駆けてやっているという事例もい

ろいろあるわけでありますから、いずれにし

ても引き続き健康が一番だというふうに思っ

てますので、引き続きまた福祉課を中心にし

ながら我が町には３つの医療機関もあります

から、連携をしながら町民の健康増進に努め

てまいりたいというふうに考えてますので、

御理解いただきたいというふうに思います。

○議長（吉田敏男君） これにて、８番高道

洋子君の一般質問を終わります。

ここで、暫時休憩をいたします。

昼食のため、１時まで休憩をいたします。

午後１２時０３分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

先ほどの８番議員に対する答弁調整がござ

います。

福祉課町、それを許します。

福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。

先ほど高道議員さんからのＰＥＴ乳がん検

診の申込者数のほう、私のうろ覚えの回答で

５０人の募集のところ三十数人来ているだろ

うというふうに記憶しているというふうにお

答えをいたしましたが、実際今調べてみまし

たところ、１２名の申し込みということで、

まだ３８名の枠がございます。

マンモグラフィーの検診のほうも含めて、

保健推進のほうでは新聞折り込み等で広く周

知をしたいというように検討しているという

ことでございました。

訂正しておわびいたします。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） それでは次に、１番

熊澤芳潔君。

（１番熊澤芳潔雄君 登壇）

○１番（熊澤芳潔君） それでは、議長にお

許しをいただきましたので、通告書に従いま

して一般質問を始めさせていただきたいと思

います。
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質問事項でございますけれども、北朝鮮に

よる核及びミサイルの実験について。

質問の内容でございますけれども、北朝鮮

によるミサイル発射実験で２００６年７月５

日の未明から夕方にかけて、北朝鮮がスカッ

ド、ノドン、テポドン２号の弾道ミサイル計

７発を日本海に向けて発射実験が実施された

と発表され、２０１６年２月７日、２０１７

年９月１日、そして２０１７年８月２９日に

はミサイルが北海道上空を通過したと発表さ

れた。

また北朝鮮は太平洋への発射は継続方針と

され、２０１７年９月３日には６回目の核実

験、ＩＣＢＭ搭載用の水爆実験に成功したと

発表された。これに対して、足寄町としても

何らかの対応が求められるかと思うが、次の

点についてお聞きします。

一つ、２０１７年８月２９日のミサイル発

射時の足寄町の対応について。

それから二つ目、核及びミサイルを想定し

た住民への周知と避難訓練の計画について。

三つ目、８月２９日防災無線で頑丈な建物

への避難が放送されたが、足寄町では頑丈な

建物といっても考えられないと思うが、どの

ように考えているのか。

四つ目、今回のミサイル発射は、北朝鮮発

射から太平洋上への着弾が１２分と思われる

が、不慮の事態が発生した場合は数分で着弾

または落下が考えられる。弾道ミサイル落下

時の行動について、都道府県の中では行動に

ついてそれぞれ発表されている地域がある

が、足寄町としての、町として弾道ミサイル

落下時の行動についての住民への周知などを

どのように考えているか。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 答弁、安久津町長。

○町長（安久津勝彦君） 熊澤議員の北朝鮮

による核及びミサイルの実験についての一般

質問にお答えをいたします。

まず１点目の２０１７年８月２９日のミサ

イル発射時の足寄町の対応でございますが、

当日は国からの全国瞬時警報システム、いわ

ゆるＪアラートによる情報伝達により、自動

的に足寄町の防災行政無線放送が起動し、国

の定めた定型文が放送されるとともに、消防

庁より携帯電話会社を通じて緊急速報メール

が配信されました。

この放送配信を受け、副町長及び国民保護

担当課である総務課職員７名が登庁し、情報

収集を行うとともに北海道十勝総合振興局に

被害状況の有無及び防災行政無線放送による

住民への情報伝達の実施などについて報告を

行ったところであります。

次に２点目の核及びミサイルを想定した住

民への周知と避難訓練計画についての御質問

でございますが、４月下旬及び５月下旬に核

に関する部分については記述をしておりませ

んが、「弾道ミサイルが落下する可能性があ

る場合にとるべき行動について」として自治

会回覧及び町ホームページにおいて住民周知

を行っているところであります。

また避難訓練につきましては、全国数カ所

で実施されており、道内におきましては滝川

市及び岩見沢市で国及び北海道などと共催で

実施されております。本町におきましては、

現時点では訓練の実施は計画しておりません

が、今後国、北海道等の関係機関とも相談を

させていただき検討してまいりたいと考えて

おります。

次に３点目の防災行政無線放送による頑丈

な建物への避難の呼びかけに関する御質問で

ございますが、放送内容はあらかじめ国で定

型文を準備していたもので、全国統一のもの

となっております。

議員仰せのとおり、本町に頑丈な建物は存

在しておらず、また仮に頑丈な建物が存在し

ていたとしてもミサイル発射から極めて短時

間の間に多くの町民が避難することは困難で

あると考えられ、弾道ミサイルが本町を直撃

した際には甚大な被害は避けきれないと言わ

ざるを得ませんが、爆風による飛散物などを

想定した際には、屋外にいる場合は物陰に身

を隠すか地面に伏せて頭部を守る、屋内にい

る場合には窓から離れるか窓のない部屋に移
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動する等の行動をとることにより、被害を最

小限に抑えみずからの命を守る可能性が高ま

ることにつながると考えられているところで

あります。

４点目の弾道ミサイル落下時における行動

の住民周知につきましては、２点目でお答え

しましたが、自治会回覧等により今後も適宜

周知してまいりたいと考えております。

緊迫する北朝鮮状況を受け不測の事態の発

生も十分予見されることから、今後も国、北

海道等の関係機関と密接な連携を図り対応し

ていくとともに、住民の皆様にも積極的に情

報提供を行っていきたいと考えておりますの

で、御理解を賜りますようお願い申し上げ、

熊澤議員の一般質問に対する答弁とさせてい

ただきます。

○議長（吉田敏男君） １番熊澤芳潔君。

○１番（熊澤芳潔君） 内容についてはわか

りました。

そこで、最初に本題に入る前にお聞きした

いことがございますけれども、北朝鮮問題、

今、国連安保理で制裁等また日本政府も拉致

問題等で議論されておりますけれども、今ま

で一向に解決ができないでいるわけでござい

ますけれども、そうこうしている間に私たち

の頭の上をミサイルが飛んできているわけで

ございます。これからも飛ばすと言っている

わけでございますけれども、町民の生命と財

産を守る立場の町長としては、まずお考えを

まずお聞きしたいと思います。

よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。（町長

「何をお答えしていいかわからないです」と

（発言））

わかりました。

再度ちょっと質問してください。

○１番（熊澤芳潔君） 現状をやっぱり町長

としてミサイル、北朝鮮問題についてです

よ、いろいろあるわけでございますけれど

も、現状として今どういう考えが、思い当た

るのかということでございます。

○議長（吉田敏男君） 現状認識かい。質問

の前だから。

答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 北朝鮮の状況、ど

う認識しているかというような御質問だとい

うふうに思います。

単刀直入に申し上げて、ゆゆしき状況。何

でそんな考えになるのかという、そんな思い

でもう不思議で不思議で、本当に同じ人間し

て考えることなのかなということで、本当に

これはもうどうしようもない状況といいます

か、ともかくこれはもう日本の国も過去に何

回か悲惨な戦争を繰り返してきて、やっぱり

もう二度と戦争はしないよ、これはもう誰が

言うこともなく戦争なんていうものは悲惨な

ものであって、乱暴な言い方をすれば不満が

あれば指導者同士がけんかすればいい話で

あって、結果仮にドンパチ始まったときに誰

が一番被害こうむるのですかというと、やっ

ぱり多くの国民であり、とりわけお年寄りで

あったり子供であったり女性であったりだと

か、こんなことだというふうに思っていま

す。

本当にこれはもう国際世論で、やっぱり考

えを改めてもらう以外方法はないのかなと。

けしからんといってどんとやってしまったら

もうそれこそ、もう被害たるや想像もつかな

いような被害になるのだろうというふうに

思っております。

その程度の認識で御勘弁いだたければと思

います。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

北朝鮮問題、本当に私も一人の国民として

どうするのかなと、どう考えを持ったらいい

のかなということで、非常に考えるわけでご

ざいますけれども、今町長の言うように、戦

争のないような国、形にしたいというふうに

思ってございますけれども。

それでは本題に入りますけれども、１番目

の問題ですけれども、９月３日に私、足寄町

の災害訓練ございましたよね。その災害訓練

のとき、当然構えてたというわけではないの
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ですけれども、いずれにしても訓練ですか

ら、会館に、中矢会館も当然訓練を行いまし

たけれども、そこで先ほど政府からのＪア

ラートですぐ瞬時に連絡があったということ

でございますけれども、実は私たちはスマホ

なり携帯なり、また町からの災害行政無線で

すか、それとの連絡の中で、やっぱりずれが

あったことがあるのです。ですから本当にＪ

アラートが市町村との中で瞬時に、今回も連

絡がちゃんと行ったのかどうか。ちょっと私

はちょっと何となくずれていたような感じも

あったのですけれども、とりあえず当日は大

雨情報が４時ごろ２回出ましたよね。そし

て、北朝鮮問題が６時ごろ２回発表したとい

うことでございますので、何で聞くかといい

ますと、４番目に言ったように、着弾、落下

が瞬時に発表されないと大きな問題になると

いうことでございますので、そこら辺のずれ

がなかったのかどうかということがまず

ちょっと、もちろん聞く人によってスマホだ

とか、携帯だとかいろいろ形態の中で、Ｊア

ラートの発表がいろいろ聞き方が、時間帯が

違うのかなということもございますけれど

も、そこら辺のずれというのは一切ないのか

どうか、ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

私どもで把握している限りは、ずれはな

かったものと認識しております。

私自身につきましても、ドコモの、私はド

コモのスマホ使用しておりますが、同時に鳴

りました。ほかの者に聞いてもそのように申

しておりますし、ただＪアラートにつきまし

ては、足寄町の防災行政無線を瞬時に経由し

て鳴っておりますが、緊急速報メールにつき

ましては消防庁から衛星通信を通じて、各電

話機会社、携帯電話会社ですね、そこを通じ

て鳴っておりますし、あるいは機器の型式、

設定の仕方によるものでございますので、そ

の違いにつきましては、申しわけございませ

んですが、私のほうでは把握しておりませ

ん。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

実際に私たちも会館にいて、各自携帯持っ

てどう伝わるのかということが皆さんで興味

を持って見ていたのですけれども、それぞれ

やっぱり若干ずれがあるということがわかっ

たのですけれども、いずれにしてもこのミサ

イル問題本当に数分の単位の問題でございま

すので、そこら辺についてはずれがないとい

うことで、町民の皆さんは安心なのかな。た

だ、高齢者等によってはそういった内容がわ

からない方もございますので、十分なるそう

いった把握をしていただきながら住民周知を

お願いしなければならないなというふうに気

がいたします。

そこで二つ目でございますけれども、この

たび北朝鮮ミサイル発射から弾道までの内容

を聞いた人、興味のない人もいろいろいるわ

けでございますけれども、１２分間ぐらいの

間隔ですよね。要するに発射から着弾まで１

２分間ぐらいだということでございますの

で、生命が守らなければならないということ

で私どもも防災行政無線を聞いて、どうした

らいいんだということで啞然として聞いてい

たわけでございますけれども、そこで２９日

以前に政府からそういった着弾、弾道ミサイ

ル攻撃に対する対応を、マニュアルを公開ま

たは指示されていたかどうか。恐らく指示さ

れていたのかなと思いますけれども、そこら

辺については、どのような形であったかお聞

きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

８月２９日以前の政府からの連絡指示等で

ございますが、４月と５月に自治会回覧させ

ていただいておりますけれども、その中で落

下時の行動ということで、先ほど申しました

窓から離れる、頑丈な建物に避難すると。頑

丈な建物が近くになければ室内に少なくとも
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逃げると。室内も窓から離れると。頭を覆い

隠してできるだけ低い姿勢をとると。そうい

うようなことで内容を事前に、そういう行動

が退避行動につながるということで国のほう

からも指導もございまして、そういう内容で

自治会回覧させていただいております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） 私もちょっとそう

いったこともありまして、町民の方、一部の

方にも聞いてみたのですけれども、大概の方

がわからなかったというようなお話でござい

ましたので、ちょっとお聞きしました。

それから、今回のミサイル攻撃は災害と違

い数分を争う対策が必要だと思いますけれど

も、２９日の対策会議等で開かれたと言いま

したけれども、何時にどのような形でどのよ

うなメンバーで開かれたのかということを、

いま一度お聞きしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

２９日の足寄町役場国民保護担当というこ

とでの動きでございますけれども、本部会議

とかそういったものは設置してございませ

ん。本部会議は設置してございませんで、実

際の動きとしましては、６時２分にＪアラー

トを通じまして防災行政無線放送がございま

した。６時２分の受信を受けまして一番早い

職員が、防災担当が６時１２分に出勤いたし

ました。それから副町長及び、合計で副町長

及び防災担当職員７名が６時３０分までの間

に参集いたしました。その途中には６時１４

分にＪアラートの二度目ということで、ミサ

イルが通過したという連絡がございました。

その段階で町といたしましては、被害報告が

ないかどうかを待つという姿勢でございます

が、その後被害報告もございませんでしたの

で、総合振興局のほうにＪアラートの正常作

動及び被害のない旨の報告を十勝総合振興局

のほうにしたところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） そうしますと、政府

もこれはいろいろ弾道ミサイルのそういった

着弾がある場合のいろいろな指導がなされた

と言っていたと思いますけれども、当日はそ

ういった対策会議みたいものは開かなかった

ということでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

２分に、６時２分の放送によりまして初め

て北海道といいますか、足寄町に緊急の事態

が発生していることを知りました。６時、１

２分後の１４分には危険が去ったことを知り

ました。ということで、１２分間でございま

すので、会議は設置するいとまがございませ

んし、国民保護計画というのを策定して、国

の指導もありまして、全国の市町村、国も策

定しておりますが、その中でも必要がありま

して被害が発生したり継続した危険の状態に

置かれたり、そういった場合には対策本部等

を設置することになりますが、その場合は一

過性のものでございましたので設置する必要

はございませんし、設置もいたしませんでし

た。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

ただ、数分とはいえどもやはり対策会議を

開きながらやっぱり町民の生命を、財産を守

るという形にしないとどうなのかなと思いま

すけれども。

そこで攻撃に対するマニュアルでございま

すけれども、国民保護ポータルサイトです

か、こういったものが何か国から示されて、

これは弾道ミサイル落下時の行動と題したも

のだそうでございますけれども、この内容が

先ほど言った町民に対する自治会等の連絡に

基づいて知らされたということでしょうか

ね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。
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○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

４月及び５月に自治会回覧させていただい

たと申し上げましたが、その中で政府の国民

保護ポータルサイトのアドレスとかＱＲコー

ドでしょうか、それをお知らせさせていただ

きました。そのサイトに載っている内容とい

うのは自治会回覧させていただいたものでご

ざいます。とるべき行動ということですね。

それで、本部会議設置のお話でございます

が、実は国民保護計画では対策本部の設置は

内閣総理大臣、総務大臣及び知事からの指示

に基づいて本部を設置することと制度上はさ

れております。それと１２分といえども会議

を設置すべきかというお話でございました

が、実は副町長も私も国民保護担当も登庁い

たしましたが、ミサイル通過後の登庁でござ

います。これは実は、本部員も危険に、同じ

く危険にさらされているわけでございますの

で、本部員もその間は自宅で頭を低くしてミ

サイルを通過するまでは退避すると。その危

険が去ってから本部に参集すると。役場に参

集すると、そういう体制を現在のところは現

在のところはとりたいと考えているところで

ございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

それで、対策会議に関連してちょっとお聞

きしたいのですけれども、町長はその日は対

策会議に出なかったと。出れなかったという

のか出なかったというのか。それに対して、

町民を守る立場としては出れなかった場合の

例えば指示や何かは、そこら辺はあるので

しょうかね、そこら辺は。対策会議に対して

の指示だとかですね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） 今回ミサイルが発

射されたということでＪアラートで町民の方

たちにも知らされて、登庁しまして国民保護

担当の者ですとか、その中で話をしてそこで

何かがあれば当然町長と連絡とりながらその

対応だとか、そういったものは協議しなけれ

ばなりませんし、また何か足寄町内で、そこ

で何かがあったということになれば、また職

員の招集だとかそういったものも含めて必要

になってきますので、そこでは十分に連絡を

とりながらその対応というのはしていかなけ

ればならないというように考えております。

今回については、先ほども言いましたよう

に、総務課長のほうからも答えておりますよ

うに、すぐに危機といいますか、とりわけ今

回幅広くＪアラートもかなり幅広く北海道か

ら東北ぐらいまで、かなり広い範囲の中で危

険というようなことでなってましたし、時間

も早く飛んでえりも沖ですかね、に落下した

というようなことで、特に足寄町の真上を

通ったとか、そういったような状況もありま

せんでしたので、特にそういう必要はなかっ

たのかなというように考えているところでご

ざいます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

私はこういった危機の中で、やはり逆に数

分という形の対応策でございますので、それ

こそ早急なる対策が必要なのだなと思う中で

は、やはり瞬時にやっぱり伝えたり集まった

りと、対策会議なり開くなりしていることが

望ましいのかなというふうに判断いたします

けれども、そういう中で、もう１点はこの北

朝鮮核及びミサイルに関して、何回もありま

すけれども、言いますけれども、危機意識に

ついては行政全体としてはどうだったのかな

と。またそれから、足寄町に着弾したときの

対応についてはどうだったのかなということ

も心配されますけれども、その点について

ちょっと、重複する部分もございますけれど

も、よろしくお願いいたしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） やはりまず自分の

身は自分で守るということがやっぱり一番大

事ですので、とりわけこういうミサイルだと

かそういったものというのはいつ、どこに落
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ちるかというのはよくわからないというのは

確かにあるかというふうに思います。そう

いった部分で、今回は朝早くでしたけれど

も、どんな時間にミサイルが来るのかという

のはわからないわけでありますから、そう

いった部分ではまず周知をさせていただいて

いる内容で、自分の身は自分でまず守ってい

ただくというのが一番大事なのかなというふ

うに思っております。

その後、それが例えば足寄町内に着弾した

というようなことで大きな被害になってくる

となれば、その後の避難ですとか、応急措置

ですとか、救護ですとか、そういったものに

ついては、その後の対応という形になりま

す。それはその時点でそれぞれ連絡をとり合

いながら、北海道ですとか国だとか、そう

いったところとも連絡をとりながら、早急に

進めていかなければならない問題だというよ

うに思っております。

ですから、まずはそれぞれ町民の皆さんも

自分の身を守っていただくと。屋外にいれば

なるべく低い姿勢で頭を守っていただくとか

ということで、被害を受けないように、近く

に建物があればなるべく建物だとかそういう

ところに入っていただくだとか、屋内にいれ

ば窓から、なるべく窓のないような部屋だと

か窓からなるべく離れてだとか、そういった

ことでまずは自分の身を守っていただくとい

うのをまずは優先してやっていただくという

ことが必要なのかなというように思っており

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

それでは次に、先ほど２９日のミサイル発

射に関しては今回Ｊアラートが鳴ってからい

ろいろ対策を講じるよということだったので

すけれども、そのことについて、果たして

鳴ってからの対策ではなくて事前に、今回安

倍総理あたりはもう発射時がわかってました

よとかテレビで言われたのですけれども、そ

ういったことからいうと、事前に各市町村の

連携でやってますということですから、事前

にそういったものが報告をされてもいいのか

なと。されることによって、対策が瞬時に、

対策がとれるのかなという気がいたしますけ

れども、その点については、もちろん連携も

とってますよというような先ほどのマニュア

ルですか、そういうところございますので、

そこら辺のことについてはどうなのでしょう

かね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） 実際にミサイルが

発射されるのは事前にはわかりませんので、

わかるところというのは先ほど申し上げまし

たように、実際にそういうことが起きたとこ

にはどう自分たちの身を守るのかということ

をまず周知をしてということだと思います。

事前にこれからミサイル発射しますよとか

言ってくれませんので、そういうことがあれ

ば事前にどこどこにミサイル発射しますから

と言ってくれれば、私どもそういう対応が、

そういうことでなくて、そんなことはしては

いけませんよということを国が言わなければ

ならないのだろうと思いますけれども、そう

いうことではありませんので、やはりいつど

ういうことが起きるか、それぞれわかりませ

んから、こういう、そういうことが起きたと

きに自分の身をどう守るのかというのをやっ

ぱり事前に知らせておくと。周知をさせてい

ただいたということでございます。

御理解いただきたいと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） それはわかるのです

けれども、今のところは事前に実験しますと

いうようなことで、どこへ飛ぶとかグアムに

飛ぶとかということで発表してますので、そ

ういった意味からいうと、万が一の場合はそ

ういったことも考えられますということでご

ざいますのでお聞きしました。

そこで、今回の訓練の関係でございますけ

れども、大雨等の災害の避難の訓練とはまた

違った形だと思いますけれども、事例で、東
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京千代田区の小学校では都内が避難対象地域

になった場合を想定した訓練が行われたとい

うことでございますけれども、若干時間が過

ぎますけれども、防災頭巾をかぶり窓のな

い、今副町長が言ったように、かぶり窓のい

な廊下に集まりダンゴムシのポーズをとりそ

の場にかがんだ、体を丸くかがめて姿勢を何

分間とっていたということでございますけれ

ども、学校関係でいえば教育長にお聞きした

いのですけれども、そういった訓練や何かは

もう既にやっておられるのか、これからやる

のか、そこら辺のことについてお聞きしま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

します。

大きなくくりでいうと、防災訓練のことか

なと思うのですが、訓練はどの学校も火災そ

れから地震等を想定して大体春先、秋口と２

回はやっていると思います。この種の訓練に

ついてはやってません。ただ、ある種捉え方

によって、これミサイルの話ですからね。そ

れこそ飛んできて何が落ちてくるのか、真空

状態というか、そういうあれだとすれば一般

的に言われているように、ちょっと一度間違

えたら１５０度の高熱で来ますから、大体そ

れは大気圏であれしてしまうのですけれど

も、破片が落ちてくる可能性があるというこ

とですよね。そういうことも含めて、そうい

う飛行物体の原理というのかな、メカニズム

といいますか、そういうことについては教育

の中でもやっぱりミサイルだけではなくて、

こういう原理でこうなのですよと。全てのも

のが燃え尽きるとは限りませんとか、そうい

うことも含めて、そういう防災の観点も含め

て、教育の中で事前に指導していくというこ

とは、これは大事なことかなと思ってます。

加えて、事前指導としていろいろなケー

ス、状況に対応できるように事前指導する

と。リスク管理ですか、特にクライシス管理

などといった場合については、もう逃げよう

がないのではないかと私は思ってます。もし

着弾した場合ですよ。そういう想定はほとん

ど荒唐無稽な話なのかなと私自身はこう思っ

てるのですけれども、いずれにしましても、

国の方向性を受けて道のほうからも通知が来

ております。それに基づいて足寄町教育委員

会といたしましても、校長会にかけて的確

な、適正な対応をとれるようにしていきた

い。具体的には、例えば事前に十勝の上空を

通過するなんてわかった場合については、や

はり万が一の場合に備えて、例えばスクール

バスを時間帯でとめるだとか、状況に応じて

は休校措置をとるだとか。その辺なども速や

かな連携が図れるように、校長会、教頭会と

も事前に強化をしていきたいなと思っており

ますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） それでは、今２番と

４番関連同じですので、まとめてちょっとお

聞きしましたけれども、それから今度３番目

ですけれども、この３番目につきましては、

新聞紙上では、奥尻町議会で奥尻町長はＩＣ

ＢＭへの対応に伴う避難のシェルターが必要

だと思っていると、こういった答弁があった

そうですけれども、足寄町もこれちょっとあ

れですけれども、弾薬庫等もございますの

で、そういった意味からいうと、そういった

ことも早急な考え方につながってくるのかな

という気がいたしますけれども、町長もしお

答えがあればお聞きしたいと思ってございま

す。

よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） 先ほどの話もあり

ましたけれども、ミサイルですから直撃され

たときにはもうやはりその周辺というのはど

のぐらいの範囲でどうなるかというのはよく

わかりませんけれども、そのあたり一帯がも

う破壊されてという形になるのだろうという

ふうに思っております。ですから、きょう道

新ですかね、北海道新聞ちょっと僕も朝見て

ましたら、シェルターの話だとかと出てまし

た。やはりそういうことでいくと、シェル
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ターをどれだけつくったらいいのかだとか、

どこにどれだけつくったらいいのかという話

にやっぱりなるのだと思うのですね。だから

それは足寄町だけでなくて、奥尻町だけでな

くて、全国どこの町もそういう形になるのだ

というように思ってます。

そういうことを考えていきますと、一番最

初の質問の前のお話のところになるのかもし

れませんけれども、やはり外交だとかそう

いったところで、あるいはそういうことをさ

せないという取り組みがやはり一番大事なの

かなというように思っています。

お互いに戦争して得になることはありませ

んので、そういうことをやらないような、や

らせないようなそういう国の取り組みという

のがやっぱり一番大事なのかなと思っていま

す。

シェルターをどうするかだとかという話の

前に、まずはそれをやっぱり国がきちんとや

るべきだろうなというように思っておりま

す。

答えになってないかもしれませんけれど

も、以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

ただ、そうはいっても最初に言った、御存

じのように、どんどん日本の上をミサイルが

飛んでますよということでございますし、万

が一ということがあるものですから、そこら

辺のことも考えながらやはり行政としても考

えていかなければならないのかなということ

が思うものですから、お聞きしたようなこと

でございます。

何というか取りとめのない質問になってし

まいましたけれども、最後に全体を通して行

政は町民の生命と財産を守る義務があるのだ

と思いますので、緊張感を持って対策に、対

応に当たっていただければと思ってございま

す。

以上で、質問を終わります。

○議長（吉田敏男君） これにて、１番熊澤

芳潔君の一般質問を終わります。

次に、２番榊原深雪君。

（２番榊原深雪君 登壇）

○２番（榊原深雪君） 議長のお許しをいた

だきましたので、一般質問通告書に従いまし

て質問をさせていただきます。

足寄高校への給食提供における課題と対策

について。

足寄町給食センターは、ドライシステム化

を導入し衛生管理に配慮した施設が整備さ

れ、平成２７年度から供用開始しました。

昨年１２月には、全国学校給食甲子園で北

海道・東北ブロック代表に選ばれ出場し、地

場食材を生かして日本一の栄冠に輝きまし

た。関係者の皆様に敬意を表する次第です。

学校給食の効果として、次の４点が上げら

れます。

①発育盛りの全員が栄養のバランスを考慮

た食事が食べられる。

②共稼ぎ世帯が多くなっていることから、

弁当づくりが楽になる。

③冬でも温かい昼食が食べられる。

④同じ場所で同じものを食べることで、偏

食の克服とコミュニケーションが図られるな

ど、給食そのものが食育の一環になっている

と思います。

足寄高校への給食提供は、議会の文教厚生

常任委員会でも提言してきました。

足寄高校の生徒の確保策の一つとして、給

食が無償提供され２年になりました。ことし

１月の文教厚生常任委員会で足寄高校に伺っ

たときに、給食に牛乳が出ていないことを知

りました。①の観点から牛乳はカルシウムの

消化吸収がよく発育盛りの高校生には理想的

な食品であり、地元で生産されている畜産物

を地産地消することからも足寄高校の給食に

提供されるべきと考えます。足寄高校の給食

に牛乳が提供されていない理由をお伺いいた

します。

○議長（吉田敏男君） 答弁、藤代教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 教育委

員会から榊原議員の足寄高校への給食提供に

おける課題と対策についての一般質問につい
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て、お答えいたします。

足寄高等学校への給食の提供は、足寄高等

学校の存続及び子育て支援として平成２７年

６月から提供を行っております。

小中学校の義務教育における学校給食の提

供については、学校給食が児童及び生徒の心

身の健全な発達に資するものであり、かつ児

童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な

判断力を養う上で重要な役割を果たすもので

あると規定されている学校給食法に基づくも

のであります。

高等学校への給食の提供については、教育

という一面よりも食事の提供ということが大

きな役割と言えます。また小中学校への牛乳

の提供は、学校給食法施行令に規定されてお

りますが、高等学校等義務教育以外の給食の

提供は規定されておりません。

議員御質問の足寄高校の給食に牛乳が提供

されていない理由についてですが、事前に足

寄高等学校が牛乳の提供を含めた生徒へのア

ンケートを実施した中で、足寄高等学校と協

議の結果、牛乳の提供を見送ったところであ

りますので、御理解を賜りますようお願い申

し上げ、榊原議員の一般質問に対する答弁と

させていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

２番。

○２番（榊原深雪君） ただいま答弁の中

で、生徒へのアンケートを実施した中で足寄

高校と協議の結果、牛乳の提供を見送ったと

ころでありますとありますけれども、ここで

もしアンケートの結果牛乳を希望する方が多

かったとすると提供されたのでしょうか。お

伺いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 高校

生、まずちょっと御理解、特段の御理解をお

願いしたいのですが、いわゆる先ほども回答

ありましたように、高校にはいわゆる給食は

ないのですよね。したがって高校の給食提供

については高校の校長以下教職員の特段の理

解と協力のもとで職務以外の業務、いわゆる

俗に言う教育的サービスそしてお願いをして

いるという、そういうこちら側がちょっと弱

いような感じなのですよね。そこで、牛乳の

提供なのですが、御案内のように本町の酪農

業は基幹産業であり、加えて食育の観点から

当初当然牛乳の提供は想定しておりました。

ところが先ほど来述べたように、生徒の希望

がそういうことだ、半数、あのとき半数

ちょっと提供はしていらないと。それをもっ

て当時学校の権限と責任を委ねている校長が

牛乳の提供は勘弁してほしい、そういう要望

だったのですね。さらには、今アレルギー対

応なども非常に給食の大きな問題にもなって

おりますから、そういうことも含めて高校さ

んと協議をした結果、総合的に勘案し判断を

して給食を提供しないと、そういうふうにな

りましたので、その辺の事情、まさにしん

しゃくしていただければなと思っております

ので、どうぞ御理解をよろしくお願いいたし

ます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 答弁の中でアレル

ギー生徒がいるというお話もありましたけれ

ども、２８年度、平成２８年度の足寄高校へ

の食育事前アンケートの中ではアレルギーの

方は少ないのですね。そして今お話の中にあ

りましたけれども、半数以上の方が一応希望

はされたのですよね。そういうことを観点す

ると、足寄町の高校の給食を出す以前に十勝

では大樹高校や上士幌高校は給食は提供され

ておりました。無償ではありませんでしたけ

れども。その中で、９月２日の十勝毎日さん

の新聞で食育の、大樹高校さんの給食の提供

している牛乳が３割の生徒が残しているとい

う報道がありまして、そこの中で食育をした

ところ、やはり牛乳よりもジュースのほうを

優先して飲んでしまうものですから、これで

牛乳の大切さがわかったので、これからは積

極的に飲みたいという生徒さんのコメントが

ありました。そういうことから、それでは大

樹高校では給食の中で牛乳は出されているの

かなと思ったところです。そして、食育の摂
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取状況、牛乳の摂取状況というのは、もちろ

ん教育長などは牛乳の大切さはよくよく御存

じだと思っておりますけれども、先ほど来の

理由があったにせよ、私たちの町の子供たち

を育てるという観点から見ると、牛乳の大切

さという、この食育の一言でやはり生徒さん

は飲む気になったというところがありますの

で、私たちの牛乳の利点、ちょっと調べまし

たら、７０歳を超える長寿者の食生活に調査

した結果、牛乳を飲んでいた人が特に長寿

だったということも出ております。そして、

牛乳などに含まれるカルシウムを毎日とると

大腸がんにかかる危険性が低下すると。牛乳

に関しては悪いことはないのですね。

今こういった少子高齢化への時代に、日本

の将来のためには若者を健康に育てあげるこ

とも重要な課題であると思います。そして先

ほどアンケートということでありましたけれ

ども、毎年生徒さんはかわるわけですよね。

そのときの牛乳の希望者もどれぐらいか私は

知りたいところなのですけれども、やはり牛

乳の大切さということをもっと知っていただ

くために今後対策の中に、子育ての、先ほど

の観点からということで、給食を提供してい

ただきましたけれども、もう一歩進んだ食事

の提供ということで、牛乳を提供していただ

けないかなと、再度協議していただけないか

なと思っておりますけれども、いかがでしょ

うか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） 教育次長です。

今何点かに分かれてお話があったと思いま

すけれども、まずアレルギーの関係について

先に御回答させていただきますけれども、現

状の中でアレルギーがあって弁当持参をして

いるという方は生徒さんは、高校１年生が１

名と高校３年生が１名ということで、現在

は、先ほど榊原議員が言われましたとおり、

アレルギーの関係で弁当を持参をしていると

いう方が、生徒が２名いらっしゃるというこ

とでございます。

それから十勝管内の給食の提供及び牛乳の

提供でございますけれども、先ほど榊原議員

さんのほうでは、牛乳の提供につきまして

は、大樹町さんと恐らく今上士幌町さんと。

違いますか。（発言する者あり）申しわけご

ざいません。

給食の提供につきましては、現在足寄町を

含めて６町になっております。６町の中で給

食希望者全員に牛乳の提供をしているのは２

町ということで、大樹町さんと広尾町さんが

牛乳の提供を行っているということでござい

ます。

牛乳の提供を行ってるところ、先ほどカル

シウムの関係で、栄養の関係のお話も出まし

たけれども、その中で若干聞き取りをした中

ではやっぱり牛乳、高校生ぐらいになると牛

乳を飲む方、飲まない方、家庭においてそう

いう習慣づけもあるかと思いますけれども、

少し残渣が残ってしまったりだとか、あとは

最近になって牛乳を希望する生徒さんがだん

だん少なくなっている、そういうようなお話

もお聞きしました。

それから、当然アンケートの関係につきま

しては、大体半々であったということで、こ

の間当初教育長の話もありましたけれども、

牛乳の提供もこちらのほうでも考えて学校給

食センターの所長と足寄高等学校の先生方と

ずっと協議をさせていただいたのですけれど

も、最終的には足寄高等学校さんに牛乳を提

供するかしないかの部分については、足寄高

等学校さんのほうに一任するというか、判断

を委ねさせていただきました。その結果とし

て、詳細な記録はありませんけれども、いろ

いろと高等学校のほうで協議をしていただい

て、終始検討していただいて、牛乳の提供は

見送りとなったということでございます。

アンケートの関係で、当時の高校生と今の

高校生ではもう違うのではないだろうかとい

うようなお話もされたと思いますけれども、

この関係につきましては、今現在、平成２９

年度の中ではその当時アンケートをとった当

時の中学３年生はいらっしゃいますけれど

も、来年の３０年度になりましたら、当時ア
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ンケートに回答していただいた生徒さんはい

なくなって全員卒業するということで、その

当時のアンケートの回答と今の生徒さんの希

望するしないの関係というのは、また変わっ

てくる可能性はあるのかなというふうに思っ

ております。ただ、若干高校に行っていろい

ろと校長先生、教頭先生交えながら、ちょっ

とお話をさせていただいたところ、当然先ほ

ど教育長のほうからも答弁させていただきま

したけれども、基本的に義務教育外の給食の

指導であるということで、毎年４月を給食指

導月間ということで、教職員の方、先生方の

中でも給食を食べている人と弁当持ってる方

がいらっしゃいますけれども、そういうこと

を区分なくローテーションの中で、４月にそ

れぞれ先生が張りついて給食の指導をしてい

ただいているというようなお話もお聞きしま

した。それ以降、５月以降については、給食

を食べている養護教諭を含めて何人かの先生

が見守りをしながら、何かあったらそこで指

導していただくということで、この間進んで

きたところでございます。

高校のほうとしましては、さらにこれ以上

業務外の学校給食の指導業務がさらに負担を

かけるのはどうなのかというようなお話がご

ざいましたけれども、最終的には私どものほ

うとしてはスタンス的には、高等学校のほう

からアクションがございまして、仮に給食を

希望するということになればそれなりに協議

をまた再開しなければならないのかなという

ふうに思っておりますけれども、そういう給

食の提供を今のところ希望しない限りにおき

ましては、教育委員会としては今のところ牛

乳の提供というものは現在のところ考えてい

ないということで考えております。

いろいありましたけれども、回答漏れが

ちょっとあるかもしれませんけれども、よろ

しくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 細かく答弁いただき

ましてありがとうございます。

給食の牛乳の関係というのは、私セットだ

と思っておりましたので、中学生までという

ことであれば高校生の提供は難しいのかな。

希望を募るのであれば難しいのかなと思って

おりますけれども、牛乳とジュースを並べら

れたらどっちを選びますかといったら、やは

り子供さんってジュースのほう選びますよ

ね。でもその大樹高校さんで飲み残しがあっ

た３割の生徒というより全体に食育をした

ら、やはりこれからは飲んだほうが、聞いた

ら食育の観点からやはり飲んだほうがいいん

だなということで、お話あったものですか

ら、これはお昼食事と一緒にとれれば一番い

いことだなと思って質問したわけです。

それで牛乳に関しまして、飲まない理由の

中に家にないからという、足寄の生徒さんで

すよ、牛乳が家にないから飲まないというこ

とだったのですね。一番牛乳の飲まない理由

の中で多かったのが家にないからという回答

だったのです。だから食品、健康食品、私に

したらほとんど牛乳というのはおいしいから

冷蔵庫に入れておくというよりも健康になり

たいから置いておくという感覚なのですね。

ほかの方も生徒さんなども別にどっちでもい

いのだったら要らないはと言うかもしれませ

ん、アンケートで。だけれどもやはり、今先

ほどもくどいようですけれども、子供たち、

町長がいつも成人式にお話になります子供は

宝ということでお話になりますけれども、そ

れまでに二十歳で成人式立派に迎えられるた

めにも、体づくりというのは成長期の一番大

事なときだと思っております。その牛乳の果

たす役割というのは、私大きいものだなと

思っておりますけれども、保健師さんと家族

の方と、中学生までのということで提供され

ているのであれば、家庭と保健師さん、行政

ですね。そういう人たちの連携で、やはり牛

乳を食育の観点からもっと浸透するように教

育していただきたいなと思いますけれども、

いかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 今教育

次長のほうからも実態、実情についてちょっ
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と述べさせていただきましたけれども、答弁

でもお示ししたように、どうしても教育とい

う観点でこちらのほうからあれするというの

はなかなか無理があるという、その辺は御理

解願えればなと思っております。

牛乳についての効果については、これは誰

しも異論が挟む余地はないわけなのですが、

実態は私も現場にいたからわかるのですけれ

ども、中学生あたりもう相当数余すのですよ

ね。相当数余すのですよ。場合によっては元

気盛りの子供ですから、その辺でこぼして、

余ったのを落としてみたり、いろいろなこと

があるのですね。そして、牛乳パックについ

ては資源ごみというのですか、そういうこと

で、結構飲んだ後洗ってきてそこで保管して

乾かして次どうのこうのって結構いろいろな

子供たちにとっても、そういう作業というの

ですかね、先生方にとってもそういう指導み

たいのもあるのですよね。そういうことで、

そういうことを踏まえながら、２年前の実態

と違いますからもう一度議員から御指摘があ

りましたように、高校の校長さんあたりに

振って実態をちょっと確かめてもらって、新

たな実態でもあれば再考というのですかね、

検討してみたいなと思っています。

ただ高校生ですから、ちょっと義務教育の

中学生と違うし、健康問題などで、健康問題

というのですかね、食育の一環として給食の

あり方などもちょっとチョイスの仕方が違い

ますし、その辺の認識も違いますから、なか

なかすばらしい飲み物ですよといっても、

あ、そうですかと。これ一人、各学級に一人

や二人がちょっと飲まないというのであれば

先生方もそれなりに対応できると思うのです

けれども、やっぱり半数近くの子供たちが飲

まないで、場合によっては置いていっただと

か、必要に応じたら例えばそういう保管場所

も必要ですし、飲まない牛乳をですね。そん

なことなども含めていろいろありますので、

冒頭申し上げましたように、高校等に対して

はいわゆる四つの側面の支援策で食事提供と

いう、そういう部分ですから、を踏まえても

う一回高校の校長さんあたりにちょっとそう

いうテーブルに乗せられるかどうか、探って

みたいなと思っておりますので、よろしくお

願いをしたいなと。

前回と同じようなやっぱり半数近くが、牛

乳を必要としませんと、そういうような状況

が出たり牛乳のかわりに例えばジュースを出

してくれだとか、そういう代替ですね。そう

いう場面、あるいは希望者だけとなった場合

についてやっぱり公金の補助ということです

から、やっぱり公平性の観点だとか、あるい

はジュースなどの数だとか、料金の関係でな

かなかネックになる部分もありますので、と

りあえずは提供するとしたら全員に牛乳を提

供と、そういうことが前の状態よりも改善さ

れる方向に行っているかどうかをちょっと

探ってみたいなと思ってますので、その辺を

含めて特段の御理解をよろしくお願いをいた

します。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 先ほど給食のときの

牛乳の飲み残しの話がありましたけれども、

文教厚生常任委員会で学校など訪問したとき

に、給食を何カ所かで、３カ所以上でいただ

いたことあるのですけれども、ほとんどの生

徒さんは飲んでました。その方たちが中学

校、一緒の同じく中学校で給食とるときに今

のお話でしたら残している方が多いというの

を聞いてすごくショックでした。

それで、牛乳の場合は給食と一緒に飲みた

いと思っても持っていけないのですよね、生

徒さんは、足高の場合は保管場所がないです

からね。だから何かいい方法ないかなとか思

うところなのですけれども、そうしたら今の

高校生は給食とともに何を飲んでいるので

しょうか、方が多いのでしょうか。どう捉え

ておられますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） 教育次長です。

牛乳のかわりとしましては、一つは高校の

ほうに自販機３台設置しておりますので、自

販機から飲み物を飲んでいらっしゃるという
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方もいらっしゃいますし、あとは家から水筒

等で持って持参してという方もおります。

ただ大抵の方は、毎日のメニューの中の汁

物ですとか、デザートで給食の中で大体は

賄っているというような話で、学校側からは

お聞きしております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 牛乳につきましては

これほど、かすかな希望がありますけれど

も、一番育ち盛りの大切なときにやっぱり学

校育てていくということの観点からやはり牛

乳は大切な食品だなと私自身も思っておりま

す。

私も高齢者でありますのでなるべく骨は折

りたくないということで、毎日牛乳は欠かさ

ず飲んでおりますけれども、戦後の厳しい食

事の事情のときに、給食と牛乳というので助

けられた部分がインパクトにありますので、

今の生徒さんは満たされた食生活をされてお

りますけれども、基本的には満たされている

ばかりでやはり自分の嗜好品を優先するとい

うことは多いと思うのですね。そこのところ

をやはり家庭でも、義務教育の間にでも結構

ですので、食育の観点からこういった食品は

大切なのだよということきっとされて、今も

されていると思いますけれども、やっぱり残

すというところでまだ理解されていないとこ

ろがあるのかなと思っておりますので、私た

ちの町のやっぱり酪農業も支える意味もあり

ますので、そういうところを力を注いでいた

だけたらなと思います。

これでこの質問は終わりたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 次の質問に移ってく

ださい。

○２番（榊原深雪君） 次の質問に移りま

す。

足寄町健康づくり計画における１２歳児の

永久歯齲蝕評価指数の状況と今後の対応は。

育ち盛りの小中学生にとって、健康な歯で

食べ物を正しくそしゃくし、必要な栄養を吸

収することは大切なことと捉え、足寄町健康

づくり計画（第二次）に盛り込まれていま

す。

歯の健康の代表的評価指数である１２歳児

の一人平均齲歯数（虫歯にかかっている本

数）平成２２年度は、十勝圏域２.３１歯よ

り少ない１.４６歯となっていましたが、全

国平均の１.２歯よりは多い状況です。また

齲蝕有者率は５７％となっています。

その後平成２８年度までの数値について。

①１２歳児の一人平均虫歯数の推移。

②１２歳児虫歯有病者率の推移と治療完了

者率の推移。

③１２歳児の２８年度における十勝圏域の

順位。

④北海道の２８年度、１２歳児一人平均虫

歯本数は何本か。

これらの数値を踏まえて、今後の対策につ

いて伺います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 続きまして足寄町

健康づくり計画における１２歳児の永久歯齲

蝕評価指数の状況と今後の対応についての一

般質問にお答えをいたします。

本町では第二次足寄町健康づくり計画に基

づき各種健康づくり事業を推進しており、歯

科対策についても計画に基づき推進しており

ます。

１点目の１２歳児の一人平均虫歯数の推移

ですが、平成２３年度１.４６本、平成２４

年度３.２９本、平成２５年度２.０７本、平

成２６年度０.３４本、平成２７年度０.５４

本と増減を繰り返しながら現象傾向にありま

したが、直近の平成２８年度は１.４７本と

なっています。

２点目の１２歳児虫歯有病者率の推移と治

療完了者率の推移ですが、虫歯有病者率は平

成２３年度以降は平成２５年度の７２％を

ピークに増減を繰り返し、平成２８年度には

３８％になっており、治療完了者率は平成２

３年度の６４％から増減を繰り返し、平成２

８年度は８％となっております。

３点目の１２歳児の２８年度における十勝
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圏域の順位ですが、一人平均虫歯数は１９市

町村中５番目に多い結果となっています。

４点目の北海道の２８年度１２歳児一人平

均虫歯本数は何本かについては、１.１本と

なっています。

今後の対策ですが、今年度策定を予定して

いる食育推進計画におきまして、食生活の基

本となる歯の健康の重要性について掲載する

とともに、その内容を広く住民にお知らせし

たいと考えております。

またフッ化物洗口事業は、保育園・保育所

が平成２４年度から、小学校が平成２５年度

から実施しており、保育園・保育所が９０

％、小学校が７５％の実施率となっておりま

すが、さらなる実施率向上のために保護者等

にその必要性と有効性、さらにリスク等につ

いて丁寧な説明を行っていきたいと考えてお

ります。

歯科保健については、乳幼児期から学齢期

の時期にしっかり歯を守る生活習慣をつける

ことで成人期、高齢期における糖尿病や循環

器疾患等の生活習慣病を予防し、より健康な

生活を送ることができることから、乳幼児検

診等の機会を捉え、保護者等に対する歯科保

健教育の内容を充実させていきたいと考えて

おります。

また学校歯科医や小中学校と連携し、これ

からも歯科保健に関する情報提供の充実等を

進めたいと考えておりますので、御理解を賜

りますようお願い申し上げ、榊原議員の一般

質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

２番。

○２番（榊原深雪君） ３点目の虫歯のこと

だったのですけれども、十勝市町村中で５番

目に多いという結果になっておりましたけれ

ども、このことを踏まえてどのようにお感じ

になりましたでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。

やはり上位の５番目ぐらいに入っていれば

望ましいかなというところが、下位の５番目

ということで、この数値的なものの推移につ

いても増減を繰り返しているというところ

で、市町村の傾向というものもあるのかもし

れませんけれども年代の傾向というのもあっ

て、それで多分この順位というのもいいとき

悪いときがあったりすると。それはさておい

て、できるだけ上位のほうを目指さなくては

いけないという部分でいいますと、今考えま

すところでいえば、お子さん、小さいころか

らの教育、対応が必要という意味でいえば、

お子さんがおなかにいるときからもうお母さ

んに必要性について十分説いて、保護者の責

任においていい環境をつくっていくような形

で町のほうで方向づけをしなければいけない

なというふうに考えました。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 虫歯のことだったの

ですけれども、地域によっていいのと悪いの

とあるのですね。それが新潟では１１年間虫

歯の有歯率が少ないのでトップなのです。そ

して新潟県ですね。１１年間も守っているの

ですね。沖縄が割と最下位のほうで、北海道

もこの１１年間の間に４７都道府県ある中で

４１、４２とか低いのですね、北海道は、そ

ういう数値が見られました。この新潟県の１

位を守っているというか、虫歯ね、やはり先

ほどの十勝のいいときもあれば悪いときもあ

るというお話でしたけれども、この順位の１

位を守っているというところで、どういうと

ころを学べたらいいかなと思っておられるか

どうかお聞き、それは御存じなかったかどう

か、それも含めてお伺いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。

残念ながらといいますか、全国の部分まで

視野を広げて今回の答弁のために勉強をする

ことはしてませんでしたので、この機会に新

潟県ですか、の多分その地域のこぞって推進

運動とかというのを進めているのかと思いま
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すので、学んで、それがこの足寄町で活用で

きるのかという部分も含めて検討させていた

だきたいと思いますので、この機会にでもこ

ういうことだよというのを教えていただけれ

ばと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） ただいま丸山課長が

お話ししたとおり、やはりそれに向けて取り

組んでいくというのが一番大切なことかと思

います。

それで新潟でも三十数年前は虫歯の本数が

５.３本といって今の９倍以上多かったので

すね。それがやはりフッ化物洗口とかやはり

家庭での歯磨きの推進とかということで、こ

ういうトップを守っていると、波がなくです

ね。足寄町の虫歯の治療のグラフはもう波が

あるのです、すごくがたがた、がたがた。だ

からこの波を少なくするために、家庭での歯

磨きということも、学校ではもう先生が時間

のない中、フッ化物洗口などで取り組んでい

ただいて、きっと効果も出ていることだと思

います。あと家庭ですね、夜の時間、睡眠の

前には２時間前には食べ物はとらないとか、

そういったことをやはり自治体と歯医者さん

と御家庭とで連携を組みまして、やはり指導

ということは大切なのではないかなと思って

おりますが、このことについて丸山課長にお

伺いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長でござ

います。

今お聞きしたことは全くそのとおりだとい

う印象でございまして、特にそのほかの私の

印象というのはなくて、これを戻って福祉課

の中でまた検討を進めていこうというふうに

考えてます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） これもやはり子供さ

んを、足寄の子供たちは虫歯が少ないという

町にしていただきたいという希望もあります

ので、虫歯予防の生活習慣を送ることができ

るということが大切なのではないかなと思い

ます。先ほどの高校生ではないですけれど

も、やっぱり甘味、炭酸飲料とかジュースと

かのほうに走ってしまいますので、それが大

きく要因しているのです、その虫歯のほうに

も。だから関連性があると思います。それで

やはりいかに食育が大切かということを観点

に置いて、これからやっぱり家庭と学校、く

どいようですけれども、歯科医と虫歯予防の

生活習慣を送れるように配慮するような取り

組みを期待いたしまして、これで質問を終わ

りたいと思います。

○議長（吉田敏男君） これにて、２番榊原

深雪君の一般質問を終えます。

ここで、暫時休憩をいたします。

２時４０分再開といたします。

午後 ２時２２分 休憩

午後 ２時４０分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

一般質問を続けます。

７番田利正文君。

（７番田利正文君 登壇）

○７番（田利正文君） 議長の許可をいただ

きましたので、一般質問通告書に基づいて一

般質問を行います。

一つ目ですけれども、子育て支援策の効果

と今後の方向性について。

全国的に少子高齢化、人口減少には歯どめ

がかからず進行中ですが、そうした中でも人

口をふやし続けている自治体があり、活気を

取り戻している自治体もあります。

本町でも保育料、給食費、学習塾の無料化

など、子育てのしやすい町として評価を得て

いるところです。まだ開始して間もない施策

ですが、現時点で具体的な効果があらわれて

いるのかを伺います。

またこの支援体制がいつまで続けられるの

か、財政が厳しくなったからもうできません

ということにならないかという心配の声も聞

きますが、重要な施策ですのでさらなる充実
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と今後の方向性、制度のあり方について、町

長の所見を伺います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、安久津町長。

○町長（安久津勝彦君） 田利議員の子育て

支援策の効果と今後の方向性についての一般

質問にお答えをいたします。

まず子育て支援策の具体的な効果でござい

ますが、人口増に結びつく具体的な数値は把

握できておりませんが、足寄高等学校への入

学者が増加傾向にあり、１学年２間口が確保

できていることは、本施策の効果のあらわれ

かと思っているところでございます。

次に本施策の方向性・制度のあり方につい

ては、子育て支援策を講ずる際に議会の承認

をいただき、５億円の子育て安心基金を創設

させていただきました。この基金を創設する

際、現在実施しております子育て支援策に対

する必要経費を試算し、１０年間継続可能な

金額を積み立てさせていただいており、現在

の基金残高は４億７,１０６万円となってお

り、平成２９年度の取り崩し予定額が３,２

５０万円でありますことから、現状では今後

１０年程度は継続可能と考えております。

今後につきましては、事業の効果を検証

し、必要に応じた制度の見直しによる支援策

の充実を図ってまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りますようお願い申し上

げ、田利議員の１点目の一般質問に対する答

弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

７番。

○７番（田利正文君） この質問をなぜした

のかということなのですけれども、通告書に

も書きましたが、一般町民の受けとめ方は良

好であります。ただしこんな意見がありまし

たということで紹介しておきたいと思うので

す。

７０歳代後半といったほうがいいでしょう

かね、女性の方からは給食費までただにする

必要があるのかと。私の若いころはどんなに

苦しくても大変でも毎日弁当をつくって持た

せたと。それが当たり前でないかと。給食費

ぐらい払えということを言いたいのだと思う

のです。そういう意見もありました。それか

ら一番多かったのは、通告書にも書きました

けれども、この体制がいつまで続けられるの

かという問題と、あとは町長がかわったとき

どうなるのだということが一番多かったよう

に思いますね。それに対して私がどんなふう

に答えたかというのはあれですけれども、そ

んなことがあったということであります。

今の町長の答弁で、趣旨は理解できました

ので、次に移りたいと思います。

２点目です。

修学資金貸付金の拡充について。

足寄町に住み続けられる条件として、働く

職場・仕事を確保することは非常に重要なこ

とです。

昨年、医師・看護師等に続き、介護福祉士

の資格を取得する、しようとする学生に対し

ても修学資金を貸し付けるという施策も実施

したが、今後のグループホーム増設時に専門

職がいなくて困るということがないよう、

もっと修学資金制度の周知をしていく必要が

あると思いますが、現在の周知方法と制度導

入後の人員確保の見通しについて伺います。

また修学中は授業料以外にも居住費、生活

費に関する経費も相当かかると思いますが、

貸付額の増額を検討できないか伺います。

足寄町は広大な森林面積を有しており、今

後林業労働者が不足していく可能性もあると

思うが、医療・福祉だけでなく、林業関係や

その他の業種も含めて対象範囲を拡大する考

えはないか伺います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 次に、修学資金貸

付金の拡充についての一般質問にお答えをい

たします。

足寄町介護福祉士修学資金貸付制度は、将

来介護福祉士として足寄町内の介護保険施設

等に勤務を志望する方に対して、修学に必要

な資金を貸し付けることにより介護福祉士の

確保を図ることを目的としており、平成２８

年第４回定例会において条例の議決をいただ
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いたところです。

この修学資金は介護福祉士養成施設に入学

する年の３月に足寄高校を卒業し、介護福祉

士の資格取得を目指す方を貸付対象者として

おり、昨年度は条例議決後に足寄高校及び十

勝管内の介護福祉士養成施設の教職員へ説明

に伺い、生徒・学生への周知を依頼してきま

した。今年度におきましては、足寄高校生へ

のチラシ配布や足寄町のホームページに掲載

して周知を図っているほか、８月下旬には足

寄高校において説明を行っており、今後も足

寄高校等と連携をし、介護人材の確保に向け

た周知を行ってまいりたいと考えておりま

す。

制度導入後の人員確保の見通しであります

が、平成２８年度においては、残念ながら修

学資金の利用希望はありませんでしたが、今

年度におきましては機会あるたびに足寄高校

在学生や足寄高校への入学を目指す中学生へ

の周知等に努めたいと考えております。

また、修学資金貸付制度のほかに介護従事

者就業支援等補助金事業や介護福祉士実務者

研修受講料等補助金事業等も実施して、人材

確保対策を図ることとしており、高齢者本人

やその家族を支える介護職はますます必要な

人材となるものと見込んでおり、鋭意人材の

育成と確保に取り組んでいきたいと考えてお

ります。

次に貸付金の増額についてですが、現在条

例で定める貸付金額は月額５万円の範囲内と

しているところですが、北海道社会福祉協議

会にも貸付制度があって、毎月５万円の修学

資金のほか入学準備金や就職準備金等の貸し

付けも行われているところです。本町の制度

と北海道社会福祉協議会の貸付制度を併用す

ることで、入学金、授業料、家賃、教材費等

はおおむね賄うことができ、食費や光熱水費

等の生活費を自己負担することで就学が可能

と考えております。

このようなことから、現在のところ増額を

する考えはありませんが、今後本制度の利用

が見込まれる足寄高校生やその保護者、介護

事業者の意見等もお聞きして、必要があれば

貸付対象者の拡大を含め、見直しを進めたい

と考えております。

また林業関係者等の業種については、医療

関係者のように専門資格がないと就業できな

い分野とは異なることから、修学資金貸付金

の制度化を進める考えはありませんので、御

理解を賜りますようお願いを申し上げ、答弁

とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

７番。

○７番（田利正文君） 今の答弁で私が聞き

たかったことは全部わかったわけですが、各

自治体で就職支度金ですとか、就業支援金で

すとか、あるいは住宅準備支援補助金ですと

かいう制度がどこでもつくられてますよね。

今答弁の中に、ホームページに載っけてます

とかという意見も、答弁もありましたが、い

ざ先ほど９番議員でしょうか、５Ｋとかとい

う意見もありましたけれども、そういう中で

介護職につきたいという方がいろいろなとこ

ろ調べたときに、同じように並ぶのではない

かと思うのですよ。足寄町も施策は同じ、本

別町も同じ、本州行ってもどこ行っても同じ

とかと並ぶとちょっと足寄は田舎にあるだけ

余計不利でないかという気がするのです。そ

れで同じ施策の中でも他町よりは少しはぬき

んでてるところがあるよというところの目玉

が必要ではないかという気がするのですよ。

その辺については、どのようにお考えでしょ

うか。ただ金額を上げれというだけではなく

て、何かひとつ目玉が必要でないかという気

がするのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 福祉課長です。

答弁させていただきます。

足寄町三つの補助制度をそろえますという

ことで御説明させていただきます。

田利議員の御認識ではどこの町村にもある

という認識でございますけれども、この制度

は住宅の準備金ですとか修学の資金とかとい

うのは、本別町が２年ほど前に網走方面の町
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村がやっているので本別でやってみるという

形で本別が２年前に導入しました。それに

倣って陸別、本別、足寄、３町いろいろな連

携をしてますので同じような仕組みをつくろ

うということで、本別に倣って修学資金準備

金ですとかという制度つくりました。ほかの

町村でそれほどこの制度が普及されていると

いう私は認識がなく、足寄町でこんな制度が

あるんだねということで、介護職の他の地域

から、足寄は随分優遇制度設けてますねとい

うような評価をいただいているというような

感じで、足寄がこういう制度あるからという

ことで民間の事業所に町の補助金がもらえる

のだったら来ようというような形で、何件か

来ているというところでございます。

よくよく調べたら制度があるなしちょっと

まだきちっと調べているわけではないですけ

れども、それほどまだ普及しているとは認識

はしておりません。

また足寄町の修学資金の部分でも、北海道

内では社会福祉協議会で修学資金もやってま

すけれども、自治体のほうで修学資金を設け

ているというのはそれほどないのではないか

と思っております。

目玉となるものというのがあるかという部

分では、これらも十分目玉になると思ってま

す。先月とかも福祉課の職員と社会福祉協議

会の施設長が北海道内の各大学ですとか専門

学校にリクルート活動なり就職説明会に行っ

て、いろいろな各事業所の市町村の情報とか

も手に入手してきたのですけれども、足寄町

はそれほどおくれているわけでも平均でもな

く、随分進んでますねというような評価をい

ただきました。それはそれとして、また足寄

町に来ていただくためにはもう福祉だけの話

ではなく、例えば家族を持っている方でした

ら子育て支援という部分で非常に充実してい

るというところとか、大自然ですとか、小中

学校の給食がただですとか、高校まで塾も

あってほとんどお金がかからないとか、そう

いうようないろいろな仕組みを、制度を絡め

てぜひ足寄町でこういうような仕組みの中で

介護で頑張っていただきたいというような声

かけですとか、またとにかく御存じのように

専門学校とか大学とかで介護福祉士を目指す

方が非常に少ないということで、限られたパ

イの中で足寄町に来てもらうという部分でい

えば、やはり地方ということで不利な部分が

ありますので、資格者を持ってきてもらうと

いう部分もありますけれども、資格者を足寄

町で育てるというような形でいろいろな面で

育成をしながら獲得をしていくと、育てると

いうような、いろいろな形で進めたいと考え

てます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） 福祉課長言われてる

のはよくわかるのです。ただ、同じ条件がそ

ろうといったらおかしいでしょうけれども、

同じ条件だとしたら足寄よりは都会に近いほ

うに行ってしまうのではないかと、若い方は

という勝手な思いがあるのですね。正しいか

どうかわかりません。という思いがありまし

て、それだけ、何というのだろう、田舎にあ

る町にとっては同じ条件であってもほかの町

村よりも目玉になる施策が必要だなと思った

のが一つです。だから全ての自治体に、今福

祉課長が言われたように、この制度があると

いうふうに私は思っているわけではありませ

んが、そういう目玉がどうしても必要でない

のかなという思いがありました。

それで通告書に書きましたけれども、足寄

町に住み続けられる条件として、働く職場と

仕事の確保がどうしても必要条件だというふ

うになるわけですけれども、教育委員会にお

聞きしたところ、足寄高校卒業して町内に就

職した人数というのはこの３年間数人なので

すよね。３年とも、１０名を超えるというこ

とはないのですよ。それは結論からいえば、

それだけ就職する場所がないということにな

るだろうと思うのですけれどもね。そこで

ちょっとお聞きしたいのですけれども、高校

卒業してすぐ就職されたという方は教育委員

会調べたところ８名とか６名とか５名とかと
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いう人数ですけれども、それが実際には大学

に行って、あるいは専門学校に行って、東京

や札幌で働いていたけれどもやっぱり足寄に

帰りたいわといって帰ってきた人、いわばＵ

ターンというのでしょうか、Ｕターンですと

かＩターンとかＪターンとかというらしいの

ですけれども、そういう人数というのはつか

まえているのでしょうか。もしつかまえてい

るのならちょっと知りたいなと思うのですけ

れども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

Ｕターンですとか、一度足寄から出た方、

学校卒業、都会の学校で卒業された方が戻っ

てきている方の人数というのは把握するのは

困難と考えておりますし、把握しておりませ

ん。

以上でございます。（発言する者あり）

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） わかりました。

多分わからないだろうなと思って聞いたの

ですけれども。こんなこと言いたくて聞いた

のです。例えば私５月の連休、全く私的なこ

となのですけれども、東川町に行ってきたの

ですよ。東川町はこの２０年間、何か人口

ずっと毎年ふえているらしいのですね。

そこでどんなところかというと思って行っ

てみたくて行ってみたのですけれども、地元

で昔から商売やっているお菓子屋さん、ケー

キ屋さんですね。それから、昔からやってい

るうどん屋さんというのだろうか、讃岐うど

んのお店、それから本州のほうから来られた

若い御夫婦がもとの農家の土地と自宅を借り

てオムレツのお店をやっているというところ

だとか、いろいろなところを何軒か回ってみ

たのです。

感じたのは、そこの町民の住民の方がよそ

者に対してすごく受け入れる、何というのだ

ろう、寛容性があるというのだろうか。そう

いうのを感じたのですね。それから、よその

方が、よその方というか、町外から本州から

来られた若い人たちだとか、あるいはプロの

方ですよね、彫刻するだとか何とかという方

は。そういう方が来られて、そのことによっ

て例えば衣料品店営んでいるといっても、

ちっちゃな衣料品店なのですけれども、扱っ

ているものがすごいセンスがいいのですよ

ね。だから東川町にいても東京にいるのと同

じぐらいのセンスのいいものを選ぶことがで

きるという、何かそういう条件があるという

のでしょうかね、そういうものを提供してい

ると。だから余計地域に溶け込めるという状

況がなっているのだと思うのですよ。それす

ごいなと思ったのですね。

足寄に関したらそんなふうにはちょっと今

すぐはなってませんし、難しいようだろうな

という思いがありまして、そんなことも含め

て働く職場、あるいは仕事確保するという点

で、こうだよという簡単に示せるものでもな

いでしょうし、そんな目玉がぱっと出せるほ

どでもないとは思いますけれども、町長が今

現時点でどんなことを考えているか、どんな

ことを憂いているかということも含めて、

ちょっとお聞きしたいなと思うのですけれど

も。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたまし

す。

まさに今議員から御質問あった部分につき

ましては、国が大きく旗を振った地方創生事

業、要するにそれぞれの自治体で人口減少社

会にどう講じていくのですかということで、

私どもも計画づくりをしたところでありま

す。

もう計画はできております。これに基づい

て一つずつ積み上げをしていっている段階で

あります。直近の状況でいきますと、議会で

も議決をいただいたように、旧営林署の跡、

住宅を、跡を買収してそこを今改修をかけ

て、今９月ですから、完了するという状況で

ありますから、こういったところをまずは移

住体験をしていただく、そして一定程度足寄

の暮らしも経験をしていただく、そういうこ
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とを通じて定住につなげればなというそんな

思いもしております。

それからまた、これは今現在地域おこし協

力隊、これも１、２、３、４、５人、５人ぐ

らいですかね、入っております。具体的な目

標を立てて、イチゴハウスに将来の就農を目

指しているですとか、あるいはチーズ工場で

働いているですとか、何人かおりますので、

着実にそこのところはできてきているなとい

うふうに思ってます。

なお、この計画をつくるときには、これま

での我が町の実績として、やっぱり放牧酪農

をやりたいということで新規就農者が、午前

中の一般質問の中にもありましたけれども、

１５組入ってきているわけでありますから、

議員が言われた町で受け入れ体制できてるの

という部分については、これは見事に新規就

農した方々については見事に地域に溶け込ん

でいただいて、まさしく自分の放牧酪農だけ

でなくてＰＴＡの会長やったりだとか、ある

いは消防団の団員になったりだとか、結構地

域活動一生懸命やってくれている方々もい

らっしゃるということでありますから、まさ

しくこれからしっかり取り組みを焦ることな

く着実に進めていくことが肝要かなと思っ

て、必要なことかなというふうに思ってま

す。

なお、これまた御案内のとおり、元役場職

員であった方がまちづくり会社びびっどとい

うのを立ち上げて、町とも密接な関係をとっ

て、いろいろ東京に、方面に情報発信もして

いただいてます。時たま情報を聞きますと、

結構やはり都会に住んでいる方々というのは

田舎暮らしというのは興味を持っている方が

かなりたくさんあるというようなことであり

ます。ですから、そこら辺を一つ一つここの

まちづくり会社と連携をとってより具体的

に、多少の難しい面もあってもそこは一緒に

なって、どうやったらクリアできるのかとい

うようなことを役場組織としても考えなが

ら、足寄の地に根づいていただくような取り

組みを着実に進めていきたいなというふうに

考えてますので、御理解いただきたいという

ふうに思います。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） この点について最後

の質問ですけれども、わからないで言ってい

る面もありますから的外れかもしれません。

例えばテレビ新聞等で、トラックの運転手が

足りなくて困っている、それから土木作業員

がいなくて困っているとか、型枠大工さんが

いなくて困っているだとか、それから冬の除

雪になると重機というのでしょうか、グレー

ダーというのでしょうか、ああいうものを運

転できる人がいない。ただ大型免許持って

る、大型特殊免許持っているだけでは運転し

きれませんよね、あれは。それなりの経験積

まなければだめだと思うのです。そういう人

たちが必要になる時期が、あるいはもっと直

接言うと、例えばこの前町長のほうから説明

があったように、ＣＬＴの関係で林業関係が

もう少し前に進むなんてことがあったとき

に、林業関係で働く重機などを扱う人が必要

になるなんてことも出てくるのではという期

待するのですけれどもね。そういうときのた

めに前もってこういう施策を打っておく必要

があるのではないかという。こういうという

のは、何がいいのかってまだわかってないの

ですけれども。そんなことも考えておく必要

があるのでないかなという思いがありまし

て、町長に仕事をつくるというところについ

て、どうなのかと。今言った計画があると

言って、積み上げていくのだと言ってました

けれども、その辺のところでどうなのかなと

いう思いがあるのですよね。そういう時期が

来るだろうというふうに期待しているのです

けれども。つまり前回私一般質問したとき

に、町長にＣＬＴのこと聞いたときに、町長

は今のはやる気ないという話をされていたの

ですね。そして補正予算組まれたときに、あ

れ何で調査予算組んだのだろうか思って質問

したときに、町長、え、何だろうという話を

していたのですね。そのときに、ここまで進

むというのは、あのときは多分考えてなかっ
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たと思うのですよ。ということがあり得るの

だと思うのです。そういう時代なのだと思う

ものですから、そういったことがあっても対

応できるような人材を確保しておく、あるい

は確保するための対策を打っておく。もちろ

ん金を出せという意味だけではなくて、そう

いう制度をつくっておくということも必要な

のかなというふうに思いがあるのですよね。

その辺については、いかがなものでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

今我が町に限らずもうありとあらゆるとこ

ろで人がいない、人がいないという、こうい

う大合唱であります。なるほど我が町もいろ

いろな建設業の方含めていろいろお話聞きま

すと、やはりいないというのですね。ではい

きなり人口減少社会に入ったとは言いつつ

も、本当にいきなりですよ。それほどいない

というぐらい人口減っているのといいます

と、そうではないと思っているので。

私はいろいろな首長たちともいろいろ話を

するのですが、一口で言えば、私が子供の時

代と今の時代、もう働くということに対する

若い人の考え方自体がもう随分変わってきて

しまってるな。もっと言えば、いわゆる親の

世代といいますか、ここの生活水準も随分変

わってきているよねと。私が子供、すなわち

中学生なり高校あるいは専門学校、大学を卒

業する、我々の時代のときには、卒業したら

ともかく働かないと、平たく言って飯食えな

い。親が面倒を見てくれるなんて、そんな感

覚はなかったと思うのです。ところが今の時

代どうかといいますと、やはり、いや自分の

好きな仕事見つかるまでは支援してあげるよ

と。ある意味これは親としては当たり前かも

しれません。でもありとあらゆる産業の中で

人が足りない、足りないから外国人労働者を

入れようかという、こんな動きも随分動きが

出てきてますし。ここはやはり、もちろん

我々も努力はしなくてはいけませんけれど

も、やっぱり国レベルあるいは北海道レベル

で、この仕組みを一旦少しみんなで本当に考

え直す、分析し直すという時期に来ているの

ではないのかなと、そんな思いをしていま

す。

ちょっと横道それますけれども、当時岩手

大学で林学を教えていた岡田教授、これは中

学生まで足寄の螺湾にいたという先生だあり

ます。今は藤大学の学長になられましたけれ

ども、その先生が足寄に来たときに、たまた

ま足寄高校が入学者が少ないということで苦

戦しているということも先生わかっておられ

て、先生から実はこういう提案がありまし

た。

今私は非常に危惧していることがありま

す。私は大学で林学を教えてます。だけれど

も卒業したときに、現場で働ける人材なんて

いうのは誰一人としていません。チェンソー

ひとつ使えません。要するに林学に関する学

問だけ教えていると。これはもう林の現場で

なくて建設業も同じことが言える。そうする

と国づくりをしていくための現場、土台づく

りをしてくれる人材が全然育っていないと。

これ国大変なことになってしまう。足寄高校

そんなに入学者いないなら、例えば実務を体

験あるいは勉強できる林学コース、町長でき

ないか、こういうありがたい提案もいただき

ました。ただそのときの先生に対するお答え

としては、先生曲がりなりにもうちの高校は

道立高校なのです。町立であれば、首長とし

て議会とも相談をさせていただきながら、こ

んなことどうだということも相談できるのだ

けれども、道立高校だから、ちょっとそこは

厳しい。そのときもう既に前に議会でも確認

させていただきました足寄高校への放牧酪農

コースという、これはもう道教委にお願い

に、要請に行ったわけでありますけれども、

道教委としては全くその考えはありません

と。もう可能性は１００％に限りなく近く難

しいと、こんな答えもいただいているのだ

と、そんなやり取りもさせていただいた経過

もあります。
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ちょっと話横道にそれましたけれども、い

ずれにしても働く場所、足寄町で今働く場所

ないのといったら、先ほど申し上げたとお

り、求人しても来てくれないと、これはもう

建設現場もそうですし、林業の現場でもそう

ですし、建築もそうです。ですからここのと

ころは、ではどうしたらいいのというのはな

かなかこれだというのはちょっと言い切れな

いのですけれども、これはやっぱり本当に皆

さん方の知恵も借りながら、もっと言えば、

私やっぱり中学生あるいは高校生のときに

やっぱりそういう職場体験をさせるとか。今

学校でもインターンシップですとか、そうい

うことをやってますけれども、ここら辺も含

めて、これもまた足寄単独でできるかいうと

そうではありませんけれども、そんなことも

含めていろいろな機会の中で、どうあるべき

かということはやっぱり今真剣に考えない

と、極端なこと言えば、優良企業であっても

働いてくれる人がいなければ、これはもう継

続なんかできないという、これはもう明らか

なことだというように思ってますから、これ

なかなか重たい重要な課題かなというふうに

捉えてます。

ちょっと答弁になったかどうかあれですけ

れども、以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） よくわかりますと

言っていいのかどうかわかりませんけれど

も。

こんなことがあったのですね。ある酪農家

の方のところに、もちろん今は職安を通して

募集するのですね。日本人が来ます。この人

本当に日本人だろうかと思うというのです

よ。何でといったら、いや、牛にはリーダー

がいてそのリーダーが先に行かないとあとの

牛はついていかない、搾乳室に入らないのだ

というふうに教えたのだけれども、自分の都

合でぼったくるのだというのですね。ぼった

くれば当然動かないから蹴っ飛ばすとかたた

くとかとやるわけですね。そうしたら牛も

やっぱり何らかの反応を示すわけでしょう。

で、けがしたりするわけですよね。それがだ

めだと言っているのにそれをまたやるんだと

いうのですよ。そうこうしているうちに３カ

月もしないで辞めてしまうとか。一番短いの

は何カ月ぐらいいたのといったら半日だと言

いました。あの雄大な牧草地に牛がはんで

る、あの姿を見て私牧場に憧れていると来

た、女性の方が来たのだそうです。牛のうん

こぼとぼとぼとと垂れるの見たら、うわっと

言ってもうそれで帰ったというのです。それ

が一番短かったというのですけれども。あと

は、中国人が来て２人頼んで２人来たけれど

も、最後は１人部屋から出てこなくなったと

いうのですよ。つまり日本語を習得して来て

いるという約束なのだけれども、習得してな

いのですよね。もちろん専門用語はわからな

いとしても、こういうふうにして絞るんだよ

とか何とかと、こうやって搾乳機つけるんだ

よとかいうような話も手ぶり身ぶりで教える

のでしょうけれども、覚える人はまじめに覚

える。覚えない人はついにだめで、やっぱり

心的に潰れるのでしょうね。仕事出てこなく

なったのです。そんな話もありました。最近

はベトナム人が来たりとかと言ってました。

だけれども、聞いてて思ったのは日本人の

若い人が、若いたって２０代ではないです

よ、３０代、４０代なる人たちが応募してく

るのだそうです。もちろん職安を通して来る

のですけれども、それでも使いものにならな

い。彼に言わせると、使いものにならないか

ら俺のところに来るんだべなという言い方し

てましたけれども、それってちょっとすごい

危機的だなと私は思ったのですよね。何でこ

んなに仕事がないといっているときに、仕事

が目の前にあって来ているわけですよ。来て

いてもそれが務まらないのですよね。３カ月

務まればいいほうで、３年なんて全然務まら

ないというのですね。それで常時やっぱり困

るらしいのです。もちろん後継者がいないか

ら余計困るのでしょうけれども、そんなこと

がありましたので、本当に職と、それから働

く場所確保するというのは大変だなというふ
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うに思っているところです。

そこで３番目に入ります。

自営業者に対する支援策と仮称なのです、

仮称ですけれども、まちづくり会議につい

て。

新規就農者だけでなく、これまで足寄の経

済を支えてきた自営業者に後継者ができたと

きに、それを支え支援する制度があってもい

いのではないか。そのことによって後継者不

足の改善、後継者が仕事に誇りを持って働け

る、地域社会が自分のことを認めてくれてい

る、必要とされている仕事なのだと自覚でき

ることが大切ではないか、こういう声も寄せ

られています。

町内の自営業者に対する支援策・制度設計

があってもいいのではないかと思うが、町長

の所見を伺います。

町内にはさまざまなまちおこしのグループ

や団体があり、それぞれの知識・考えを持ち

寄ってまちづくりのために何ができるか交流

し、計画を立て行動することが大切だと考え

ています。

団体グループの代表にまず集まってもら

い、足寄町の１０年後、２０年後を展望し、

今何ができるか、何をしなければならないか

という視点でまちづくり会議、もちろん仮称

ですけれども、を組織できないか。

先行例としてオンネトーの魅力創造委員会

が活動しており、オンネトーを生かしたまち

づくりを掲げています。最初の集まりの呼び

かけを行政側からやっていただけないかと考

えていますが、この件について町長の所見を

伺います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 次に、自営業者に

対する支援策と仮称「まちづくり会議」につ

いての一般質問にお答えをいたします。

まず自営業者に対する支援策・制度設計に

ついてでございますが、本町では新規就農者

支援とあわせて農業後継者に対する支援につ

いても実施しており、その他の自営業者に対

する支援といたしましては、小規模事業者支

援法に基づき、足寄町商工会で伴走型支援を

実施をしております。

この事業は、小規模事業者の経営状況の分

析、経営計画策定、市場調査から新たな販路

開拓の支援を行うことで、持続的経営発展を

確立する目的で実施されているもので、本事

業を活用した自営業者の経営発展に期待をし

ているところでございます。

次に「まちづくり会議」の組織化について

でございますが、議員仰せのとおり、さまざ

まな分野の方々の知識・考え方を持ち寄っ

て、まちづくりに生かすことは有効なことだ

と認識しており、足寄町まち・ひと・しごと

創生総合戦略におきましても、総合戦略を推

進するための体制としまして、各種団体等で

中心的な役割で活躍されている方、組織を牽

引している方、まちづくりに意欲のある方等

で構成する「（仮称）足寄未来創生委員会」

を設置することとしておりますが、現段階で

は設置に至っておりませんことから、設置に

向け検討してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りますようお願いを申し上げ

て、田利議員の一般質問に対する答弁とさせ

ていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

７番。

○７番（田利正文君） 中小自営業者に対す

る支援策あるいは制度設計が必要ではないか

という思いなのですけれども、私が歩いてる

といったらおかしいけれども、お話をしたあ

る方が何人かに言われたのですけれども、新

規就農者の方には手厚いかどうかわかりませ

ん、これだけの支援されているよね、だけれ

ども我々中小業者、足寄町のできたときから

ずっとおやじの代から今の商売やってるんだ

と。つまり足寄町の経済の発展を担う、一端

は担ってきているはずだと。それなのに我々

にはそういう恩恵が何もないのかいと。あん

た議員だろうと、こう来るわけですね。議会

でその辺のところは提案されたことはないの

かと、こうなるのですよ。なるほどと思った

のですけれども。それからもう一つは、三笠
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通りを私が歩いたときに、商売されている方

が女性の方でしたけれども、もう私の代でこ

こ終わりですと。つまり後継者呼べばいるん

だよと、いるけれどもここでは商売やってい

けないでしょうと言うのですね。それからも

う一つは、ここは私自分の土地でありません

と。この店も直すつもりありませんと言うの

ですね。そうしたら結局私の代で終わりです

から最後はどこか出ていくということになる

のだと思うのですね。娘さんか息子さんのい

るところに行って暮らすか、施設に入るかと

いうことになるのだと思うのです。そうなる

とまた空き家で出ると。あるいは廃屋が出る

ということになるのかなと思ったのですね。

そんなことがあって、ここに書きましたけれ

ども。あるところに行きましたら、後継者が

できたと喜んでました。だけれども、その後

継者に、うちのおやじがやってきた仕事を私

が引き継いで、そしておやじはその地域に密

着してて信頼されているからそういう仕事が

あったと。だけれども自分の代になってそれ

が続くかどうかというのは、それはやってみ

なければわからないことですよね。もちろん

技術だって何だって劣るわけですから。その

お父さんなりの技術をマスターできるまでと

いうのはまだ大分かかると思うのです。それ

をマスターして本当にあんたが地域で認めら

れて、あんたが必要なんだよと言われるよう

になるまで待てるかどうか。続くかどうかと

いうことがあるのだと思うのですけれども、

その辺のところで行政としてその辺もしっか

り目配りする必要があるのかなというふうに

思ったのですね。

そのとき今町長の答弁の中にありました小

規模事業者支援法に基づいて伴走型支があり

ますということですね。これで具体的にどん

な事例があるかと、ちょっと何点かもし挙げ

てもらえたら私としてはわかりやすいのです

けれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 経済課長です。

お答えいたします。

この伴走型ということにつきましてなので

すけれども、平成２７年から５カ年計画で商

工会が国のほうに伴走型支援ということで、

経営発達支援計画これを計画立てます。その

中でいわゆる事業者間との調整等含めまし

て、計画の中にいろいろと事業的な事業者か

らの要望等含めて採択されていくわけなので

すけれども。まず２８年度の状況しかちょっ

とわからなくて申しわけないのですけれど

も、２８年度にこの伴走型の支援を受けた事

業者というのがマルショウ技研さん、ペレッ

トオーブンの販売店を営んでいる業者なので

すけれども、その方。それと有限会社足寄ひ

だまりファームさん、要はネットショップ等

に伴っての商品開発等を行っている。それ

と、楜沢そろばん研究会、要は学習塾のＰＲ

活動にしたいということで、この３件がこの

支援をいただいております。

ほかにちょっと数字上でしかちょっとわか

らないのですけれども、平成２９年度につい

ては９件、それと２８年度が今、２８年度が

３件で、ごめんなさい、４件という形になっ

ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） ちょっと細かくお聞

きしたいと思うのですけれども、今出された

事例ですけれども、具体的にはどのような支

援、どのような額というのでしょうか、がな

されているのか、そのことによってどうなっ

ているのかということをちょっとお聞きした

いのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 経済課長です。

ただいま持ち合わせしている資料が手元に

はございませんので、時間をいただければ用

意できるかなと思っているのですけれども。

ちょっと商工会のほうに聞いてみないと詳し

い内容は正直言ってわからないです。今手元

のほうにはありません。

○議長（吉田敏男君） どうでしょうか、続

けてください。
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後ほど、それでは資料はもらうようにして

ください。出してください。

○７番（田利正文君） よろしくお願いしま

す。

なぜこんなこと細かく聞くのかというと、

中小業者が、中小業者というよりはもっと言

えば自営業者が、自営業者といってもいろい

ろな種類ありますよね。本売っているところ

もあれば、衣類売っているところもあれば、

食品販売もあれば、いろいろあると思うので

す。そういう人たちが足寄の農畜産業、一次

産業を支えてきたのだと思うのです。で、町

の活性化にも貢献してきたと思うのですよ

ね。それが衰退するということは、もちろん

一次産業にも影響するでしょうし、それから

町の活性化にもならないだろうと思うのです

ね。そういった意味からちょっと言葉悪いで

すけれども、考えれる範囲というか、できる

範囲というのでしょうかね。可能な限りとい

うのでしょうか。足寄町の中小自営業者の方

を支援し支え、やる気になってもらって、さ

らに業績を伸ばしてもらうという施策が必要

だというふうに思うのですよ。そのために今

言われた小規模事業者支援法に基づいてとい

うやつがそうなっているのかどうかというこ

とを聞きたくて、その結果どうなったのです

かと。そこまでうまくいっているのですかと

いうことまで聞きたかったのですね。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 経済課長です。

今言って、ちょっと冒頭年度しか言ってな

いのですけれども、これは平成２８年から５

カ年で商工会のほうで取り進める内容でござ

います。

実はこの事前に平成２８年度、この事業に

伴って、伴走型に伴う支援事業に関する調

査、これを行っております。その結果をもと

にさまざま、要は中小企業における経営動向

の調査の現状、それと今後に向けて今言われ

ている業種、いろいろな業種があるのですけ

れども、そこに対していろいろと今後の支援

する課題等が今整理されてきております。こ

れあくまでも今中間報告等含めて整理はさせ

ていただく事案なのですけれども、いずれに

してもこの調査をもとに商工会のほうが各問

題点一つにしてみれば人手不足だとか、先ほ

ど言っていた人材育成、どういうふうにして

いいのかと。それとどういうふうに足寄町に

寄っていただくお客さんをどう招くとか。そ

ういったことがちょっと細かい点が何点か

載っております。そういった調査を今現在進

めて一応報告等は商工会からは受けてはいる

のですけれども、これをもとにして商工会の

ほうから今後どのようにしていくか、どうい

ふうな問題点があるか、どう進めていくか、

どう支援していくか、これを要は調査を踏ま

えた段階で商工会、事業者間と打ち合わせを

しながら取り進めていくということで聞いて

おります。

その結果、行政とも含めてどういった支援

が求められるか、こういったことがどうなっ

ていくかということを受けて、町のほうもこ

れはできる、これは支援できない、これは支

援できるのではないかということを協議しな

がら進めていきたいなということで、現在の

ところは今言われている小規模事業者支援法

に伴う伴走型の支援の調査の最終段階という

か、まだ中間段階なので、それをもとにして

取り進めていきたいということで考えており

ますので、御理解願いたいと思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） ちょっと補足をさ

せていただきます。

商工業者に対する支援としまして町独自と

して、会社を運営していく上での運転資金、

それから設備を新たに投資をするだとかとい

うときに、これ実は借り入れをするときに、

町の資金を道銀さんと信金さんに原資を積ん

でおいて、そこから借り入れをしていただ

く。かつて利子補給なんていうこともあった

のですけれども、今現在は借り入れをすると

きには保証協会の保証がつくと保証料という

のがかかるのですよね。これはもう町の独自
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の政策として保証料は町が負担しますよと。

ですから、これはそれぞれの会社のこれらの

金融機関の診断によって、例えば同じ１,０

００万円借りても保証料違うのですよね。こ

このちょっと矛盾は出てるのですけれども、

そういう支援もしているのも事実でありま

す。

農業者に対する借入金の独自の支援という

のは、これはもう制度資金しかないのです

よ。でも商工業者には足寄町独自の支援とい

うことで、商工業者もあるのですよ、系統の

いろいろな貸付金制度とかとあるのですけれ

ども、ともかくできるだけ低金利でお金を借

りて運転資金、あるいは設備投資資金に使っ

てただく。それの借り入れに際しての保証料

は町が負担しましょうという、そういう独自

の政策もやっているというのも事実あります

ので、それともう一つはこれは議会でもお認

めいただいたのですけれども、例の、かつて

は個人住宅の改修資金について助成しますよ

とやってました。これ制度改正して、店舗に

ついての改修資金についても補助対象としま

すよと、そういう制度もやっているというこ

とでありますから、何も農業者だけ手厚い支

援をして商業者は全くしてないということで

はありませんので、ぜひ御認識いただきたい

というふうに思います。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） 町長が言われたこと

はよくわかっているつもりなのですけれど

も。

例えばの話、ちょっと誤解を招くかもしれ

ません。例えば今商工会がこういう支援をし

ていると言ってました。だとすれば、足寄町

の道の駅に観光客がだっとバスで来ますよ

ね。その方が足寄のここのラーメンおいしい

から食べていこうだとか、ここのあれがおい

しいから食べていこうというふうになってな

いのでないかと、私は思いがあるのです。そ

れは事実はわかりません。

何言いたいかというと、例えばここでラー

メン屋さんがあるとしますね。そうしたらそ

のラーメン屋さんがこれまでと同じつくり方

で同じメニューでやっていっていいのかとい

うことなのです。つまり、足寄に来る観光

客、あるいは足寄にいる町民の方があそこな

らうちの孫が来たら連れていこうと言ってく

れるような味を出さなければだめだと思うの

ですよ。そういう技術指導なり経営指導をし

ているのかどうか、ちょっときついかな。さ

れているのか。あるいは、そのための、何と

いうのだろう、飲食店協会があるのかわかり

ませんけれども、あればそこでそういう研さ

んがされているのかどうかというところまで

やっぱり詰めるという言葉がいいかどうかわ

かりませんけれども、手を出し足を出し口も

出し、そして必要があればお金も出しという

ことになるのでしょうけれども、そこまでや

らないとだめな時期でないのかなと私気がし

ているのですよね。

よく私例出すのですけれども、名前出しま

せんけれども、士幌回りで帯広行くときに中

に入ったら農家の店先でやっている飲食店あ

るのですね。始めたところは、私初めて紹介

されて行ったのですけれど、こんな農家の庭

先に店があってはやるのだろうかと思ったの

ですよ。今入れないですよ。足寄の田利です

けれども、済みません、きょう空いてますか

といったら、済みません、ごめんね、空いて

ませんと。何日か前に予約しなかったら入れ

ないのですよ。何であんなところに人が集ま

るのだろうと思ったら、やっぱりおいしいか

らなのです。おいしいし、それから接客から

違うのですよ。それから使っている器も違う

のですね。同じものない。コーヒー飲んでも

同じコーヒー茶碗で出てこないのですよ。そ

れぞれ違うのですよ。というふうにして、

やっぱり経営努力されているのだと思うので

すね。つまりそういうことが足寄の自営業者

の中に求められているのだと私は思うのです

けれども、そのことを指摘して、あなたの場

合、店だったらばこんなふうにしてはどうだ

ろうかということを、専門分野の方から指摘

できるというか、アドバイスできる、そうい
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う制度も必要でないか。もちろんあるのだと

思うのですけれどもね。てないかというよう

に思うのですよ。そんなことも含めて今言わ

れた、経済課長が言われた答弁の中で、そん

なところまで把握できているのだろうかなと

いう気がしたのですね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 経済課長です。

お答えいたします。

味覚の問題が僕が語るのも変かもしれない

ですけれども、おいしいおいしくないという

のは、今言っているようにリピーターが多い

ということはおいしいということかもしれな

いと思うのですけれども、私が個人的にどう

のこうの語るというのはどうかなと思うので

すけれども。

今別の観点からも、足寄町の観光マップ、

ＰＲポスターを含めて冊子を道の駅に置いた

りですね、あといろいろな今言ったように道

の駅に置いていただいておいしい食事だと

か、そういったものが提供できるマップ、こ

ういうのもきちんとそういった機関のところ

に置いてあります。

それと今言っているように、何というか、

本当にこれではおいしくないという、そんな

表現はまずちょっと余り表現したくないので

すけれども、そういうものではなく、やっぱ

り人をどう呼び込むか、どう来ていただく

か、これをやっぱり力を入れていかないとだ

めなのかなということもあったり、あとは道

の駅の中に、中に入ったら名刺みたいなもの

でこういうところがおいしいよと、それを

とってそこの店に行ったら、ちょっと前は僕

ちょっと記憶あるのですけれども、若干

ちょっとおかずが１品でないけれども、なん

か何かが添えられるとか、そういったものが

過去に何かあったような気がするのですけれ

ども、いずれにしてもそういう形の中で足寄

町の飲食店街含めてＰＲのほうできればとい

うふうに考えておりますので、そこに対する

食材の、一流シェフではないけれどもその人

が来て味つけをすればすごいんだとか、そう

いったことについては正直言って今のところ

は考えていないというか。ただし、この中で

も一ついえているのは、今何というか、いろ

いろと言葉尻にははやってくるかもしれない

ですけれども、Ｂ級グルメ、足寄町にも何か

Ｂ級グルメみたいのがないかと、そういった

ものをちょっと商品開発していけたらいいか

なという、そういう声も出てきております。

今言っているように、若手飲食店の方々、こ

の人たちが相当意欲を燃やしながら今進め

て、町を何とか盛り上げていきたいという志

も見えてきております。

さっき私いろいろな支援の中でちょっと漏

れたのですけれども、あくまでも足寄町で新

しいものを開発していきたいと、これは食べ

物でも何でもいいのですけれども、そこに対

する支援も、企業を立ち上げるのであれば３

００万円、それの倍の６００万円以上なけれ

ばいけないのですけれども、要は必要経費の

２分の１、商品開発等でいけば上限１００万

円かな。あとは企業展開していくのであれば

３００万円の上限、これが地元事業育成のた

めの支援ということで、こういうものもあり

ますので活用願えればいいかなと、これに対

しては年１件か２件は出てきておりますの

で、その辺も活用していただければありがた

いなと思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） 次に移りますね。

足寄町の町の中の活性化を図るという点

で、私が今言った食べ物でいえば飲食店、そ

れから衣類だとか含めてありますけれども、

例えばオンネトー何とか委員会立ち上がりま

したよね。そのときのオンネトー魅力創造委

員会か、そこでオンネトーを生かしたまちづ

くりという掲げているのですけれども、その

中で４班まで分かれて、そして議論をやって

いるのですね。議論やって、そしてまとめて

もっと、誤解を招くかもしれませんけれど

も、言えば、こんなことしたい、あんなこと

したいということ、まず夢も含めて語るわけ
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ですね。そしてそれで、できるかどうかまだ

わかりません。それをまずまとめて、だっと

張ってみて、それが法律上だとか制度上だと

か、できるかどうかということ全部精査して

いくのでしょうけれども、そんなことしなが

らやっているのですね。

足寄町の町の中で、例えばそういうオンネ

トー、雌阿寒岳のことも含めて言えば、本当

のプロのガイドがいて予約すればガイドに引

率してもらってオンネトー登れるだとか、あ

るいはオンネトーの周りをきちっと回れて、

女性も含めていろいろな話を聞けるだとかと

いうこともやっぱり必要だと思うのですね。

そんなことがここに出ていたというのもあり

ましたけれども、私もそんなふうに思うので

すね。それと同時に町の中で自営業者の方が

やっぱり頭寄せ合ってというか、膝つき合わ

せてというか、自分たちの町をどうやってす

るか、もっと言えば自分のお店ですね。自分

のお店をどうやって伸ばすかということで、

双方の異業種交流じゃないですけれども、い

ろいろな意見交換をして率直な議論がなされ

ているのかなという思いがあってならないと

いったらまた語弊招くかもしれませんけれど

も、そういう感じがあるのですね。そうでな

いと、切磋琢磨しないと発展しないというよ

うに思うのですよ。私がなぜそう思うのかと

いうと、私が足寄に来てみて思ったのは、最

初まずわかりませんよね。車車検出すったら

どこへ出していいかとわからないのですよ。

だからＡ社に出した。Ａ社に出したら、田利

さん、オイル漏れてますから、減ってますか

ら、あっ、やっぱりオイルだめなんだなと、

もう古いからだめなんだねと言ってて、お金

払いに行って、実は私オイル交換するたびに

何キロ走って何リッター入れたって全部ずっ

と１０年間つけているのですねと見せたら、

したら１万円引きますとかと言うのですね。

そうしたらうそだったということばれるで

しょう。ばれないように、僕は素人だからば

れないように最後までずっといてくれればい

いのですよ。そうでなければやっぱりだめで

すよね。それから、引っ越してきて家入って

自分でしようがないから直しますよね。直し

て、ガステーブルだとかつくって壁も張った

とかってやって、そしてガス業者来てもらっ

てやった。そうしたら、終わりましたと帰っ

た後見たら、ペンキはそこについているし、

テーブルには引っ込めてあるのですよ。すぐ

電話しましたよね。お宅らプロだろうと。プ

ロがこうやって傷つけて黙って帰るかと普通

言いますよね。そうしたら、いや、済みませ

んと言うのだけれども、別に謝ってくれとい

うわけではないし、張りかえますと言うか

ら、張りかえるたって無理だと言った。こん

な古い中古ベニヤ私がもらってきて自分で

張ったのだから、同じものなんてないものだ

から。だからそうじゃなくて、プロとして

もっときちっとやってくれなければだめでな

いかという話をしたのですけれどもね。そん

なことをずっと１件だけでないですよ、そう

いうようなことを五、六件経験したのかな。

なんで足寄ってこうなのだろうなと私思った

のですね。やっぱりよそ者だからかなという

ふうに思わざるを得なかったのですけれども

ね。そんなことがあるものですから、やっぱ

り中でそういうふうに切磋琢磨してもらう制

度が必要だし、それをまた後押しする制度が

必要だということで、行政でもぜひ、ない知

恵とは言いません、知恵がいっぱいあるで

しょうから、いろいろな制度をちょっと考え

てほしいなという思いがあります。

次に行きます。

最後なのですけれども、町長の答弁で足寄

町未来創造委員会をつくるというふうになっ

てますが、まだできてませんと言ってます

ね。それで、先ほど町長の答弁で、前の方の

答弁の中に、岐志会ですか、町長が中心に

なってつくったという話もされてましたし、

九大の教授が足寄はすばらしいと、だけれど

も連携がとれてないという話もされたという

話も出てました。

私が足寄へ来てから１２年目になるのか

な、これで。それで調べたら、私の後援会が
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できたときから言っていたのは、個人で集

まって、団体の代表でなくて個人が集まって

足寄を何とかしようという、いわば簡単に言

えばまちづくり実行委員会みたいなのできな

いだろうかということをずっと言い続けてき

たのですね、私ね。それがあちこち行って

言っているのですよ、最近ですけれども、こ

こ二、三年の話ですけれども、おまえが言っ

てもだめだよというのですよ。なぜかという

と、おまえの後ろには看板が見えるからだめ

だというのですよ。だから、あくまでも個人

でと言ってるじゃないですかと言っても、看

板が見えるからだめなんだと。そんなせこい

こと言わないで、足寄の町をどうするかとい

う立場で議論しませんかと言っているのだけ

れども、やっぱり先ほど言ったＢ級グルメの

何とかの会があるから、できたらそこへ呼ん

でくれませんかとは言うのだけれども、呼ん

でもらった試しは一回もないです、やっぱ

り。やっぱりそういうのがあるのだと思うの

ですね。そこはそれでさておいて、そんなこ

ともあるのですけれども、私がそんな思いが

あるものですから、足寄町の課長が退職され

た後、何人かにお会いしたのですね。つま

り、そういう呼びかけ人の中心になってもら

いたいと思って。したら結構いないのです

よ。やっと家見つけて行ったと思ったら、札

幌に引っ越しましていないとか。それから、

話しても全然反応してくれないとかね、いろ

いろありました。やっぱり難しいのだなと

思って。だけれどもやっぱり町の課長職やっ

ていた方だったら人脈いろいろあるわけだか

ら、今言ったみたいないろいろなまちづくり

のグループや団体の人たちのつながりありま

すから、ぜひ集まっていただきたいと。こん

な、ここで言えば、足寄町未来創生委員会を

つくりたいと、ちょっと準備会やりたいから

来てくれませんかと言えば、集まってもらえ

ますよね。そのほうがよっぽど早いなと私

思ったのですよ。それで行政の側から呼びか

けてもらえませんかという最後のお願いとい

うか、提案なのです。

それで、ここにもまだできてませんと言っ

てましたけれども、それはどんなふうになる

のか、どのように進んでいくのか。あるいは

どうしようと思っているのか、もうちょっと

詳しくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

今お話伺いますと、残念ながら足寄未来創

生委員会でございますけれども、こちらのほ

うにつきましては、田利議員の抱いているイ

メージとはちょっと違うような色彩になるの

かという感覚を持っておりまして、今答弁さ

せていただきました未来創生委員会は総合戦

略を中心としました地方創生の取り組みを行

政、住民、企業、団体等の連携と機動的な対

応を図るためにやはり各団体の代表の方です

とか、中心的な方々に集まっていただき、町

長の委嘱のもとに公職としてこれに参加して

いただき、いろいろ御協議いただいたりして

いこうというものでございますので、個人の

立場で自由にものを言っていこうという、そ

ういった部分ではないような色彩になろうか

と考えております。

それで、議員仰せのような団体というのは

似た団体というのは足寄町にはたくさんある

と思うのです。多分今個々にお名前を言うの

は漏れがあると怒られますので控えますが、

たくさんあると思うのですね。そういったも

のが連携すれば自然とそういった団体ができ

るのであって、それに行政が声を上げると、

やはり行政のお声がけの組織ということに

なってしまうのかなという感覚を持っており

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（田利正文君） そこのところなので

すけれども、オンネトー魅力創造委員会もそ

うですよね。北大の教授がついてますよね。

もちろん後援の関係があるから国の動きでそ

うなっているのですけれども、そうでなくて

も今総務課長が言われたように、呼びかけだ
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けでもそういうふうにできないものかなとい

う気がするのですよね。もちろんここに書い

てある足寄町未来創造委員会でも私はいいの

だと思うのです。足寄、何でしたっけ、オン

ネトー魅力創造委員会が議論している、進め

ているような方向をつくり出せればなと思う

のです。そして今総務課長が言われたよう

に、そういう団体がいっぱいあるから自然と

そうなるのではないかと言ったけれども、そ

う多分ならないと思うのですよ。ならないか

ら、前に九大の先生が講演したときに、最後

は人ですと。言わば扇のかなめ、まとめるた

めの人が必要ですと。足寄にはすばらしい宝

物の原石がいっぱいあるけれども、それをま

とめるのは最後人ですと言ったのですよ。そ

の人がいないというか、中心になってくれる

人がいない。だからそれぞれの自分の得意分

野ではそういうグループがいっぱいあるのだ

と思うのです。それをまとめて、そして足寄

全体で考えませんかということなのですよ。

それぞれの得手を生かして。そしてほかの町

村と足寄はこんなに違うのだということを発

信するということが必要だと思うのですね。

例えば、例えばですよ、全くこだわらない

でほしいのですけれども、例えば芽登から足

寄町に入ったら、町長がさっき言いましたふ

ん尿をばらまいていてすごいにおいがするな

んてことは足寄に入ったらないというふうに

なるだとか。それから足寄の町に入ったら、

前には議会報告会で言われましたよね。足寄

町の花なのだからエゾムラサキツツジをびっ

しりなぜ植えないのですかと言われました。

あれがずっと咲いている道があるだとか。あ

るいは、足寄の国道にずっと桜が咲いている

だとか。普通のヤマザクラでなくてシダレザ

クラが咲いているだとかというようなふう

に、例えばの話ですよ、そんなふうにして、

ほかの町村との差別を図るとうか、魅力をつ

くり出すということが議論できるのでないか

と思うのですよ。いろいろな人が集まれば。

もちろんそれは団体でも個人でも構わないと

私は思いますけれども、私は個人の資格でと

いいましたけれども団体の看板しょってくる

と自由にものを言えないということがありま

すから。そんなことも含めて、これで終わり

ます。

そういう思いでいるのですけれども、何と

かなりませんかということで、町長の最後の

言葉をいただいて終わりにしたいと思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

仮に町がそういった声かけをするにあって

も、やはり目的がちゃんとしっかりしてない

と、ただ集まれやといってもこれは難しいで

す。

これまたちょっと質問とちょっと大きく外

れるかもしれませんけれども、今帯広市長の

米沢さんがフードバレーあるいは定住自立圏

十勝一緒にやりましょうということで、いろ

いろありがたい話を声かけてくれてます。

で、フードバレーで言っているのは、私は市

長の市政報告会必ず出席しているのですけれ

ども、市長が何を言っているかというと、プ

レーヤーが誰なのですかということを常に市

長は問うてます。昨年の暮れの報告会ではよ

りずばり言いました。皆さん方行政がやると

いうのと民間の方がやるというのと、これも

全然に大きな違いがありますよ。それは何か

といいますと、行政がやると言っただけでも

うとてつもない高い壁があるのですよ。それ

は何かといいますと、行政がやるということ

は公平なのですか、公正なのですか、そうい

うことをまず地ならしのところからやってい

て時間をかけて、そしてやって大丈夫だねと

いうことになって民業を圧迫しませんからと

かということで、やっとスタートを切れる。

この壁を乗り越えるには大変なことだ。これ

が民間ベースで行くと、こんなのおもしろい

ね、やろうかとなったらすぐできるでしょう

ということをずばり言ったのですね。ですか

ら、まさしく私は行政がかかわるなどという

ことは全然否定もしませんしあれなのですけ
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れども、やっぱりこの間お話しさせていただ

いているのはやっぱり町民の方々がこんなこ

とやりたい、あんなことやりたい、その支援

策は先ほど経済課長も答弁したとおり、一定

のものはつくっているというふうに思ってま

す。ですから、逆に言えば、そういう方々が

気軽に行政のほうに相談をかけれるような体

制をいかにつくるかということが必要なのか

なというふうに思っておりますし、もっと言

えば、この典型的な例がペレット協同組合だ

と私は思ってます。これは本当に異業種の

方々が酒飲みながら、当時の九州大学北海道

演習林の林長先生も入ったのですけれども、

何かおもしろいことないかなといって酒飲み

ながらやっていたら、林長先生が山に木ぶん

投げられているよね。これでおもしろいこと

できないかということで岩手県がやっている

燃料のペレットですよね。こういうことでそ

こから始まってもう事業化がされてというこ

とですよね。ですから、私の思いとしてはそ

ういう動きを期待をしますし、それから町職

員もいわゆる仕事外で今の青年団体協議会と

いう組織もあります。そこにも個人の立場で

参加をしている職員もおりますから、そんな

ことを期待していきたいなと思ってます。

行政がやらないとは言いません。行政がや

るということはやっぱり何かの目的、こうい

うことでみんな集まってくれ、こういうこと

を議論しましょうということだというふうに

思っております。

そういう場合については、逐次必要に応じ

て呼びかけもさせていただきますし、組織化

もしていきたいなというふうに思っておりま

すので、御理解いただきたいなというふうに

思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

はい、どうぞ。

○７番（田利正文君） 済みません。

終わりにしようと思ったのですけれども、

町長の話聞いているとやっぱりもう一言言い

たくなって。

行政で仕切れと言ってません。例えば、あ

の人を扇のかなめにしたらいいのでないか

と、この人ならどうだという推薦というので

しょうか。例えば職員でいえば、誰々のどこ

どこの課の何とかさんという方がやってくれ

れば、それをまとめれるのではないかとい

う、そういう提案が私としては欲しいなと

思ったのです。町がやってくれという意味で

はね。行政としてやりますから、町長の名前

で文章出してくれという意味ではありませ

ん。

残念ながら私自身は足寄出身ではないもの

ですから、誰がどの方に声をかけたらそうい

うグループの方に連絡がとれて、どういうふ

うにしたら集まってもらえるかというのがよ

くわかってないのですね。それがものすごい

歯がゆいのです。早くやれば、今総務課長が

言ったみたいにそういうグループがたくさん

あって、そのグループが一つになればもっと

いろいろなことができるのではないかと、足

寄の活性化のためにできることがあるのでは

ないかという思いがあるものですから、その

ことを早く実現したいと。そんな話私がした

ら、ある方がこうやって言いました。あんた

が言ってもだめだからぶん投げておけと。人

口が３,５００になったら町民もびっくりし

て何とかしようと思うだろうと、行政もそう

思うだろうと、こういう言い方した人いるの

ですよ。だからそれでは遅いと今わかってい

るから今からやりませんかと私は言っている

のですという話ししたことあるのです。そう

いう思いなのですよ。こんなことちょっと

言って、終わりにしたいと思います。

ありがとうございました。

○議長（吉田敏男君） これにて、７番田利

正文君の一般質問を終えます。

◎ 散会宣告

○議長（吉田敏男君） 以上で、本日の日程

は全部終了をいたしました。

本日は、これで散会をいたします。

次回の会議は、９月１４日午前１０時より
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開会をいたします。

大変御苦労さまでございました。

午後 ３時５６分 散会


